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二
〇
〇
一
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

！
新
国
旗
お
よ
び
共
和
国
論
争
の
視
点
か
ら
ー

関

根

政

美

は
じ
め
に
ー
キ
ー
テ
ィ
ソ
グ
首
相
の
新
国
旗
、
独
立
国
家
論
争

吋
　
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
新
国
旗
、
独
立
国
家
論
争
の
政
治
的
背
景

2001年のオーストラリア

七六五四三二
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
新
国
旗
、
独
立
国
家
論
争
の
概
要

キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
論
争
の
概
要

新
国
旗
支
持
者
と
反
対
者
の
代
表
的
主
張
ー
カ
ー
ビ
ー
と
ケ
ン
プ

共
和
国
支
持
者
と
反
対
者
の
代
表
的
主
張
ー
ケ
ニ
ア
リ
ー
と
ハ
ワ
ー
ド

世
論
調
査
に
見
る
共
和
国
論
争
と
二
〇
〇
一
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ニ
○
〇
一
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
共
和
国
論
争
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は
じ
め
に
ー
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
新
国
旗
、
独
立
国
家
論
争

　
一
九
九
二
年
三
月
一
七
日
の
セ
ン
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
の
日
に
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
評
三
国
①
蝕
認
）
連
邦
労
働
党
首
相
は
、
メ
ル
ボ
ル
ソ
に

あ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
商
工
会
議
所
の
招
待
で
演
説
を
行
っ
た
。
そ
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
な
主
旨
の
こ
と
を
述
べ
た
。

す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
旗
に
二
つ
の
国
の
シ
ン
ボ
ル
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
不
安
定
で
落
ち
着
か
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
は
一
つ
の
国
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
独
立
主
権
国
家
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
に
も
ど
こ
か
の
国
の
属
国
あ
る
い
は
植
民
地
の

ご
と
く
に
思
わ
せ
る
も
の
な
の
で
、
な
ん
と
か
変
更
し
た
い
も
の
で
あ
る
と
（
卜
酸
ミ
画
§
し
。
。
る
」
。
§
。
こ
の
国
旗
変
更
に
つ
い
て
は
、

既
に
一
月
に
パ
ー
ス
に
お
け
る
A
B
C
放
送
の
ラ
ジ
オ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
同
様
の
主
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
、
翌
日
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

主
要
紙
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
人
々
の
関
心
を
引
き
つ
け
た
．
そ
の
後
、
二
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
第
一
二
回
目
の
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
訪
問
を
実
現
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
を
、
連
邦
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
歓
迎
す
る
式
典
の
演
説
の
な
か
で
、
キ
ー
テ
ィ

ン
グ
首
相
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
か
つ
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
は
異
な
り
、
純
然
た
る
独
立
国
家
で
あ
る
と
論
じ
て
物
議
を
醸
し
だ
し

た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
二
月
二
七
日
の
議
会
に
お
い
て
、
英
国
は
一
九
四
二
年
の
シ
γ
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
以
来
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
見
離
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
．
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
い
つ
ま
で
も
英
国
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
親
英
国
、
親
立
憲
君
主
制
度
の

立
場
を
と
る
野
党
連
合
を
批
判
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
防
衛
の
要
で
あ
っ
た
英
国
か
ら
の
批
判
を
呼
び
、
単
な
る

国
内
問
題
か
ら
外
交
問
題
へ
と
展
開
し
た
。
英
国
は
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
に
対
す
る
無
礼
な
言
動
に
対
し
て

既
に
怒
り
を
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
英
国
議
会
で
も
問
題
と
な
り
面
倒
な
外
交
問
題
に
発
展
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、

日
本
の
新
聞
も
主
と
し
て
英
国
の
論
調
を
中
心
に
こ
の
問
題
を
報
道
し
た
（
日
経
、
一
九
九
二
．
三
．
三
）
。
そ
れ
故
に
、
普
段
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
無
関
心
な
日
本
人
の
注
意
を
少
な
か
ら
ず
留
め
た
。

ウ
一



　
本
稿
で
は
、
こ
の
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
新
国
旗
お
よ
び
独
立
主
権
国
家
、
立
憲
君
主
制
の
廃
止
と
共
和
国
化
に
関
す
る
論
争
に
つ
い

て
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
年
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
を
め
ぐ
る

論
争
の
背
景
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
〇
一
年
を
向
か
え
た
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
、
新
国
旗
を
持
っ
た
共
和
国
に
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
際
に
、
こ
の
論
争
そ
の
も
の
に
対
す
る
筆
者
の
懸
念
や
論
争
に
対
す
る
筆
者
の
立
場
に

も
触
れ
た
い
。

一
　
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
新
国
旗
、
独
立
国
家
論
争
の
政
治
的
背
景

2001年のオーストラリア

　
オ
：
ス
ト
ラ
リ
ア
が
独
立
主
権
国
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
英
国
国
王
で
あ
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
王
と
し
た
立
憲
君
主
制
国
家
で
あ
る
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
と
も
に
、
独
立
主
権
国
家
で
は
あ
る

が
未
だ
に
国
旗
の
一
部
に
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
を
抱
え
て
い
る
。
一
九
七
四
年
以
来
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
は
英
国
の
国
王
と
し
て

で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
王
と
し
て
来
豪
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
の
存
在
は
お
か
し
い
と
い
う
の

が
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
意
見
で
あ
る
。
単
純
素
朴
な
議
論
で
は
あ
る
が
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
が
こ
の
よ
う
な
問
題
を
突
然
持
ち
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

た
背
景
に
つ
い
て
ま
ず
考
え
て
み
た
い
。

　
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
一
九
九
一
年
一
二
月
一
九
日
の
連
邦
労
働
党
コ
1
カ
ス
に
お
い
て
ホ
ー
ク
首
相
か
ら
そ
の
地
位
を
奪
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
野
党
連
合
に
世
論
の
支
持
に
お
い
て
大
き
な
差
を
開
け

ら
れ
て
い
る
労
働
党
へ
の
支
持
を
回
復
さ
せ
る
と
同
時
に
、
野
党
連
合
の
人
気
を
下
降
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
野
党
連
合
は
、
ヒ
ュ
ー

ソ
ン
（
き
ぎ
輻
毒
8
）
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
一
九
九
〇
年
の
半
ぽ
よ
り
人
気
下
降
気
味
の
ホ
ー
ク
労
働
党
政
権
を
尻
目
に
逆
に
人
気
を
上

げ
て
、
一
九
九
一
年
に
は
首
尾
一
貫
し
て
労
働
党
を
世
論
調
査
に
お
い
て
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
労
働
党
の
人
気
低
下
と
と
も
に
、
野
党
連

3
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合
に
対
し
て
効
果
的
な
人
気
封
じ
が
で
き
な
か
っ
た
ホ
ー
ク
首
相
は
、
党
内
の
支
持
を
失
い
、
か
っ
て
は
国
民
的
人
気
を
一
身
に
集
め
て

い
た
も
の
の
、
首
相
職
を
更
迭
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
元
蔵
相
が
首
相
に
な
れ
ば
な
ん
と
か
し
て
く
れ
る

と
の
労
働
党
議
員
の
期
待
を
担
っ
て
の
登
場
で
あ
っ
た
た
め
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
と
し
て
は
労
働
党
の
人
気
回
復
は
、
自
ら
の
政
治
生

命
を
か
け
て
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
関
根
　
一
九
九
二
ε
卜
養
兄
§
§
他
主
要
各
紙
、
8
」
N
」
8
一
）
。

　
こ
の
た
め
に
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
が
と
っ
た
戦
術
は
ま
ず
第
一
に
、
一
九
九
一
年
一
一
月
に
野
党
連
合
が
発
表
し
た
消
費
税
導
入
を
基

幹
と
し
た
新
し
い
所
得
税
、
法
人
税
等
直
接
税
の
大
幅
減
税
に
対
抗
す
る
た
め
、
新
し
い
経
済
政
策
を
発
表
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
野
党

連
合
の
政
策
は
、
一
五
％
の
消
費
税
を
導
入
す
る
代
わ
り
に
、
所
得
税
を
大
幅
に
減
税
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
労
使

関
係
制
度
の
自
由
化
（
中
央
集
権
化
さ
れ
た
労
使
関
係
の
分
権
化
、
強
制
組
合
制
度
の
廃
止
等
）
、
福
祉
活
動
や
退
職
金
制
度
の
民
活
利
用
、
公
共

企
業
の
民
営
化
の
徹
底
な
ど
を
含
ん
だ
経
済
合
理
化
政
策
が
も
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
議
会
再
会
直
後
の
二
月
二
六
日
に
キ

ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
経
済
政
策
の
発
表
を
行
っ
た
。
野
党
連
合
経
済
政
策
が
フ
ァ
イ
ト
パ
ッ
ク
（
実
。
q
算
冨
爵
）
計
画
と
呼
ば
れ
る
の
に
対

し
て
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
も
の
は
ワ
ン
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
（
O
き
乞
蝕
8
）
計
画
と
通
称
さ
れ
た
。

　
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
ワ
ン
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
経
済
政
策
は
、
基
本
的
に
は
一
〇
％
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
る
失
業
対
策
を
含
め
た
二
三

億
ド
ル
の
緊
急
財
政
支
出
（
と
く
に
失
業
者
に
対
す
る
再
雇
用
の
た
め
の
教
育
・
訓
練
計
画
へ
の
支
出
と
福
祉
手
当
へ
の
支
出
、
ま
た
鉄
道
、
道
路
、

港
湾
整
備
の
た
め
の
公
共
投
資
に
振
り
向
け
ら
れ
て
い
る
）
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
九
一
年
後
半
か
ら
の
低
い
イ
ン
フ
レ
の
継
続
に
勇

気
づ
け
ら
れ
て
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
短
期
的
で
一
九
九
三
年
度
前
半
に
予
定
さ
れ
て
い
る
総
選
挙
を
念
頭
に
お
い
た
拡
大
型
の
補
正

予
算
を
組
ん
だ
。
経
済
政
策
と
し
て
は
当
面
の
赤
字
財
政
を
甘
受
す
る
が
、
そ
の
代
わ
り
賃
金
抑
制
と
低
イ
ン
フ
レ
政
策
を
継
続
す
る
と

同
時
に
、
フ
ァ
イ
ト
バ
ッ
ク
経
済
政
策
に
対
抗
す
る
た
め
、
消
費
税
導
入
な
し
の
減
税
政
策
を
打
ち
だ
し
た
の
で
あ
る
。
減
税
政
策
の
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

較
は
表
一
の
通
り
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
に
対
し
て
経
済
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
評
価
は
別
れ
て
い
る
も
の
の
、
消
費
税
を
懸
念
す
る
国

民
に
は
一
九
九
一
年
度
連
邦
予
算
案
に
比
べ
好
評
で
あ
っ
た
（
表
二
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
首
相
就
任
時
の
低
か
っ
た

4



個
人
的
人
気
と
、
党
の
人
気
を
相
当
回
復
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
（
表
三
）
。

　
減
税
政
策
に
お
い
て
ほ
ぽ
互
角
の
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
野
党
連
合
は
、
減
税
の
た
め
に
は
、
国
民
が
毎
日
必
要
と
す
る

食
料
品
に
一
五
％
も
の
消
費
税
を
課
け
な
い
と
で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
．
消
費
税
導
入
に
よ
り
国
民
の
四
分
の
三
が
被
害
を
受
け
る
ば

か
り
か
、
福
祉
や
退
職
年
金
へ
の
政
府
に
よ
る
財
政
支
出
を
減
ら
し
て
、
さ
ら
に
低
所
得
者
に
被
害
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

福
祉
、
医
療
、
保
険
の
民
活
利
用
は
効
率
化
の
た
め
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
は
高
所
得
者
に
対
す
る
減
税
の
た
め
で
あ
る
」
と
の
主

旨
の
批
判
が
で
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
O
一
①
暮
目
『
ρ
ミ
§
§
良
』
盛
蕊
帖
§
』
P
㌣
一
や
お
§
。
も
ち
ろ
ん
、
消
費
税
に
頼
ら

2001年のオーストラリア

（表1）　与野党経済声明の減税政策の比較（注）

1991／92会計年度

所得額（A＄）20，70131，03436，00045，00070，000
適用税率（％）

　労働党　 38　　38　　38　　46　　47
　野党連合　　38　　38　　38　　46　　47
1994／95会計年度

所得額（A＄）22，72934，49140，01050，01377，798
適用税率（％）

　労働党　 34　　34　　43　　43　　47
　野党連合　　30　　30　　30　　45　　45
1995／96会計年度

所得額（A＄）23，52535，69841，41151，76380，521
適用税率（％）

　労働党　 30　　30　　40　　47　　47
　野党連合　　30　　30　　30　　36　　42

注：税率には，国民保険税（Medicare　levy）は含まれていない．野党連

　合の場合，民間保険に加入しないものにのみ国民保険税を課すこと

　　になっている．本表における所得額には実質インフレ（年率）を加味

　　してある．野党連合の場合には，15％の消費税が導入される（・肋s・

　　加」加F珈n磁！ノ～θ∂名σ躍，27，2，1992）．

ず
減
税
を
遂
行
す
る
た
め
財
政
赤
字
が
拡
大
し
、
こ
れ
が
マ

ク
ロ
経
済
的
に
悪
影
響
を
及
ぽ
す
と
し
て
批
判
す
る
者
が
多

い
が
（
U
や
〈
崔
O
ぎ
器
Φ
F
ミ
。
暮
。
蕊
卜
蕊
讐
匙
費
ヂ
8
u
㌣
一
℃
ω
℃

一
。
§
、
わ
か
り
や
す
い
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
野
党
連
合
経

済
政
策
批
判
は
、
と
り
あ
え
ず
国
民
に
は
好
評
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
経
済
政
策
に
お
い
て
優

位
に
立
っ
た
と
盛
ん
に
議
会
の
内
外
で
強
調
し
た
の
で
あ
る

（
o
①
島
困
ぎ
Φ
ざ
＞
男
ふ
り
ω
」
。
。
鱒
）
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
経
済
声
明
発
表
時
に
ま
だ
支
持

の
高
か
っ
た
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連
合
に
対
し
て
、
政
策
的
に

や
っ
と
対
等
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
キ
ー
テ

ィ
ン
グ
首
相
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
政
局
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
立
場
に
立
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
キ
ー
テ
ィ
ン

5
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（表2）経済政策に対する世論調査（ニュースポール調査）（注）

与野党経済声明に対する支持率（％）

　　　　　　　　　　　　合計労働党支持者野党連合支持者
　　　　　　　　　　　　2／283／27－82／283／27－8　2／283／27－8

　　　　　　　　　　　　－3／1　　　－3／1　　　－3／1

キーティング首相の　　　　38　　　39　　70　　　68　　13　　　12
経済声明を支持する

ヒューソン・リーダーの

　　士　　 37359　97070経済斥明を支持する

無関心　　　　　　　　　　25　　26　21　　23　　17　　　18

キーティング経済声明に関する評価（％）

大変よい　　　　　　　　　5　　（1）　　9　　　　　　　3

ややよい　　　　　　　　　33　　（21）　53　　　　　　20

合計　　　　38　（22）　62　　　23
どちらでもない　　　　　　7　（19）　　7　　　　　　8

やや悪い　　　　　　　　　19　　（26）　　7　　　　　　32

大変悪い　　　　　　　　　13　　（10）　　2　　　　　　22

　合計　　　　32　（36）　9　　　54
分からない　　　　　　　　23　（23）　22　　　　　　15

　　　　　　　　　　　　　　　　（）内は91年度予算案に対する評価

注：調査実施期間は2月28日から3月1圖にかけて，1，143名の有権者（18歳以上）を対象とし

　　たものである（∠4μs’搬」血”，3，3and31，3，1991）．

グ
首
相
が
と
っ
た
戦
術
が
、
新
国
旗
、
独
立
国
家
、
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

和
国
論
争
で
あ
っ
た
．
こ
の
基
本
的
目
的
は
、
ヒ
ュ
ー

ソ
ン
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
野
党
連
合
全
体
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
し
て
い

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
英

国
の
方
を
向
い
て
お
り
、
時
に
は
反
ア
ジ
ア
的
で
あ
り
、

新
し
い
国
際
経
済
、
政
治
状
況
に
う
ま
く
適
応
で
き
な

い
後
ろ
向
き
の
保
守
政
党
で
あ
る
ば
か
り
か
、
消
費
税

導
入
と
自
由
化
以
外
こ
れ
と
い
っ
た
新
し
い
経
済
政
策

を
持
っ
て
い
な
い
無
能
政
党
で
あ
る
、
と
い
っ
た
印
象

を
国
民
に
与
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
自

ら
に
は
一
二
世
紀
を
踏
ま
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
経
済
政
策

が
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
っ
た
（
O
。
島
峯
ヨ
Φ
ざ
＞
男
罰

一
〇〇
い
ω
｝
一
〇
〇
b
o
）
。

　
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
が
取
り

上
げ
た
の
が
、
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連
合
の
移
民
政
策
で

あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
政
策
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
一
九
四
七
年
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
頭

に
か
け
て
毎
年
人
口
比
に
対
し
て
一
％
に
あ
た
る
移
住
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　　　　　　　　（表3）　連邦政党，リーダー支持に関する世論調査（注

ニュースポール調査（1991年11月調査はホーク首相時代のものである）

政党別支持（％）　91／11／2992／1／11／312／142／283／133／27

　　　　　　　　　－12／8　。7／19－2／2　－16－3／1　－15　－29

労働党　　　　36　　38　34　35　41　39　43
自由・国民連合　　　51　　　48　　52　　52　48　48　44

民主党　　　　7　　7　　8　6　6　8　9
その他　　　　6　　7　6　7　5　5　4
キーティング首相の活動に対する支持率（％）

支持する　　　　　27　　　21　　27　27　35　37　37
反対する　　　　　64　　　42　　45　47　46　47　49

無関心　　　　9　　37　28　26　19　16　14
ヒューソン野党連合リーダーの活動に対する支持率（％）

支持する　　　　　51　　55　　52　47　48　45　46
反対する　　　　　31　　　28　　32　36　36　39　37

無関心　　　　18　　17　16　17　16　16　17
首相として好ましさに関する支持率（％）

キーティング　　　32　　28　　30　31　36　36　38
ヒューソン　　　43　　43　　45　44　40　42　37
無関心　　　　25　　29　25　25　24　22　25
注：両調査とも，電話による聞き取り方式で行われたもの．AGBオーストラリア世論調

　査は，誤差2％としている．ニュースポールの調査対象数は1，000から1，200名ほどで

　　ある（Z1％s猷01彪㎎，17，3and31，3，1992）．

者
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
九
七
〇
年
代
の
二
度
の
石
油
シ
ョ
ヅ
ク
と
一
九

八
○
年
代
初
期
の
経
済
不
況
に
挟
ま
れ
た
期
間
は

経
済
停
滞
に
よ
り
、
大
量
移
民
政
策
を
一
時
的
に

放
棄
し
た
。
し
か
し
、
一
九
八
○
年
代
の
中
頃
か

ら
経
済
も
回
復
し
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の

移
住
者
の
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
ホ
ー
ク
労
働
党
政
権
に

よ
っ
て
一
〇
万
か
ら
一
五
万
人
近
い
移
住
者
（
移

民
、
難
民
含
む
）
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
再
び
経
済

不
況
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
失
業
増
大
の
な
か
で
の

大
量
移
民
政
策
は
ナ
ン
セ
ン
ス
と
の
国
民
か
ら
の

批
判
が
高
ま
り
、
労
働
党
は
一
九
九
一
／
九
二
会

計
年
度
の
受
入
れ
数
を
一
一
万
一
〇
〇
〇
人
に
減

ら
し
た
。
し
か
し
、
一
九
九
一
年
後
半
に
失
業
率

が
一
〇
％
を
越
え
る
と
、
従
来
よ
り
大
量
移
民
政

策
を
堅
持
し
て
い
た
野
党
連
合
が
、
移
住
者
数
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

大
量
削
減
を
唱
え
始
め
た
の
で
あ
る
．

7
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と
く
に
、
一
九
九
二
年
一
月
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
州
補
欠
選
挙
の
最
中
に
、
ハ
ワ
ー
ド
元
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
が
大
量

移
民
政
策
反
対
を
選
挙
演
説
の
な
か
で
論
じ
た
こ
と
を
捉
え
て
、
選
挙
で
州
労
働
党
候
補
が
勝
利
し
た
直
後
、
一
月
二
一
日
の
ラ
ジ
オ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
野
党
連
合
は
反
ア
ジ
ア
移
民
政
策
を
と
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
ハ
ワ
ー
ド
大
臣
は
演
説
の
な
か

で
一
言
も
反
ア
ジ
ア
移
民
政
策
を
論
じ
な
か
っ
た
が
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
ハ
ワ
ー
ド
大
臣
は
か
つ
て
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ

た
際
に
、
一
九
八
八
年
の
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
ア
ジ
ア
移
民
の
流
入
削
減
を
唱
え
て
大
き
な
移
民
論
争
を
引
き
起
こ
し
、
人
種
差
別

主
義
を
唱
え
て
い
る
と
の
批
判
を
受
け
た
前
科
を
利
用
し
て
、
そ
の
本
人
が
移
民
削
減
を
唱
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
彼
の
移
民
削
減
論
は

反
ア
ジ
ア
移
民
政
策
を
暗
に
示
唆
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
と
同
時
に
、
近
年
の
移
民
、
難
民
の
供
給
国
が
ア
ジ
ア
、
中
東
地
域
を
中
心

と
す
る
第
三
世
界
に
比
重
が
移
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
移
民
削
減
を
不
注
意
に
唱
え
る
と
人
種
差
別
主
義
者
で
あ
る
と
の
レ
ッ
テ

ル
が
貼
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
が
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
社
会
的
風
潮
を
利
用
し
て
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
野
党
連
合
の
移
民
政
策

に
人
種
差
別
的
な
匂
い
が
す
る
と
い
っ
た
批
判
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
（
』
§
§
§
§
他
主
要
各
紙
、
貰
一
」
。
§
。

　
こ
の
時
、
た
ま
た
ま
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
批
判
が
始
ま
る
一
週
間
ほ
ど
前
に
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
部
に
漂
着
後
、
食
料
・
飲
料

水
も
持
た
ず
人
の
気
配
の
な
い
荒
野
を
一
〇
日
前
後
も
さ
ま
よ
っ
て
い
た
五
六
名
の
中
国
人
ボ
ー
ト
ピ
！
プ
ル
が
発
見
さ
れ
、
ボ
ー
ト
ピ

ー
プ
ル
の
難
民
申
請
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
生
じ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
論
争
を
生
ん
だ
（
』
器
ミ
§
§
他
主
要
各
紙
．
§
ど

一
。
§
。
し
か
し
こ
の
時
は
、
む
し
ろ
移
民
論
争
に
対
し
て
人
種
差
別
的
な
批
判
を
あ
ま
り
に
唐
突
に
、
そ
し
て
政
治
的
な
観
点
か
ら
持

ち
込
ん
だ
と
し
て
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
方
が
批
判
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
に
よ
る
野
党
連
合
の
反
ア
ジ
ア
的
態
度

の
強
調
戦
術
は
う
ま
く
作
動
し
な
か
っ
た
。

　
と
く
に
、
ハ
ン
ド
労
働
党
移
民
大
臣
は
、
ホ
ー
ク
首
相
支
持
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
言
動
を
暗
に
批
判
す

る
と
と
も
に
、
野
党
連
合
の
政
策
に
人
種
差
別
的
な
と
こ
ろ
は
な
い
と
し
て
、
む
し
ろ
野
党
弁
護
に
ま
わ
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
餌
蓑
『
§
§

他
主
要
各
紙
、
鐸
ど
お
§
。
そ
し
て
、
首
相
な
の
だ
か
ら
も
っ
と
慎
重
に
発
言
す
べ
き
で
あ
る
と
の
批
判
が
、
多
く
の
政
治
コ
メ
ン
テ



i
タ
ー
か
ら
沸
き
上
が
っ
た
（
国
聾
＆
葺
卜
蓑
養
ミ
§
』
ω
』
」
8
㌣
冒
。
9
き
量
ミ
§
§
包
』
蓑
壕
§
§
鴇
塁
㌣
一
る
」
。
§
。
ま
た
、
一

九
八
九
年
一
〇
月
に
移
民
省
統
計
局
（
曽
冨
豊
亀
ぎ
目
凝
3
ぎ
”
国
霧
＄
冨
汀
ω
舅
）
の
設
置
に
よ
り
、
移
民
問
題
に
対
す
る
冷
静
で
、
実

証
的
な
姿
勢
に
基
づ
く
論
争
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
政
治
家
の
間
で
も
こ
う
し
た
問
題
へ
の
感
情
的
な
介
入
は
避
け
よ
う
と
す
る

気
分
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
、
労
働
党
コ
ー
カ
ス
に
も
慎
重
論
が
強
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
戦
術
は
う
ま
く

行
か
な
か
っ
た
．
し
か
し
、
今
か
ら
こ
の
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
論
争
を
顧
み
る
と
、
実
は
こ
れ
が
一
月
下
旬
か
ら
の
新
国
旗
論
争
の
伏

線
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

ニ
　
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
新
国
旗
、
独
立
国
家
論
争
の
概
要

2001年のオーストラリア

　
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
新
国
旗
論
争
は
、
既
に
記
し
た
よ
う
に
、
一
九
九
二
年
一
月
三
一
日
パ
ー
ス
に
お
け
る
A
B
C
放
送
の
ラ
ジ
オ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
独
立
国
家
で
あ
る
の
だ

か
ら
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
旗
の
な
か
に
あ
る
の
は
お
か
し
い
。
だ
か
ら
変
更
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
し
て
、
次
の

よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
他
の
国
の
人
々
は
、
わ
が
国
の
国
旗
を
見
て
『
あ
な
た
の
国
の
国
旗
の
端
っ
こ
に
は
、
他
国
の
国
旗
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
．
あ
な

　
た
の
国
は
植
民
地
な
の
か
独
立
国
家
な
の
か
』
と
尋
ね
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
質
問
に
対
し
て
は
、
既
に
カ
ナ
ダ
が
結
論

　
を
だ
し
て
い
る
で
は
な
い
か
．
旗
を
変
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
歴
史
を
抹
殺
し
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
カ
ナ
ダ
が
社
会
的
混
乱
に
陥
っ
た

　
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
ア
ナ
ー
キ
ー
に
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
も
う
わ
れ
わ
れ
は
英
国
国
歌
（
Q
a
留
お
爵
①
ρ
后
窪
）
を
歌

　
っ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
歌
っ
て
い
る
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
歌
（
》
響
導
8
＞
垢
貫
毘
暫
吋
巴
『
）
で
あ
る
．
お
そ
ら
く
、
他
国
の
国
旗
を
も

　
た
な
い
新
し
い
国
旗
の
方
が
、
他
国
の
国
旗
を
持
つ
旗
よ
り
も
今
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
と
っ
て
都
合
が
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
私
が
首
相
で
あ
る

　
間
に
急
い
で
新
国
旗
へ
の
変
更
が
な
さ
れ
る
必
要
は
な
い
が
．
と
も
か
く
国
旗
を
変
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
」
（
ミ
①
暮
§
9
＞
器
肺
蓉
登
§
一

9
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N
O
り
㌣
一
・
ω
、
一
〇
旨
）
。

　
こ
の
発
言
は
、
一
月
二
六
日
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
デ
ー
の
直
後
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
二
月
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
間
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
す
ぐ
変
更
す
べ
き
で
あ
る
と
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
が
論
じ
た
わ
け
で
も
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
の
関
心
を
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
発
言
に
対
し
て
は
、
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
や
野
党
議
員
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
復
員
軍
人
協
会
（
短
貫
言
a
留
三
8
ピ
＄
讐
9
器
い
）
な
ど
か
ら
す
ぐ
に
反
論
が
寄
せ
ら
れ
た
（
顎
§
§
匙
』
盛
ミ
画
§
堕

鐸
㌣
一
る
」
O
§
。
し
か
し
こ
の
時
は
、
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
が
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
論
争
は
、
国
内
経
済
問
題
と
い

っ
た
重
要
な
問
題
か
ら
国
民
の
目
を
反
ら
そ
う
と
す
る
政
治
的
ご
ま
か
し
で
あ
る
と
批
判
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
国
旗
は
十
分
国
民
に

支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
新
国
旗
問
題
は
現
在
で
は
第
五
〇
位
く
ら
い
の
優
先
度
で
あ
る
と
し
て
、
全
く
と
り
合
お
う
と
し
な

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
秋
季
国
会
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
は
三
週
間
近
く
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
秋
季
議
会
前
に
ホ
ー
ク
元
労
働
党
首

相
が
引
退
す
る
の
で
は
と
い
う
間
題
の
方
が
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
き
な
政
治
論
争
に
は
な
ら
ず
、

国
民
の
間
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
の
論
争
を
引
き
起
こ
す
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
ホ
ー
ク
元
首
相
は
二
月
一
九
日
に
引
退
を
表
明
し

た
（
』
器
讐
§
§
他
主
要
各
紙
、
卜
⊃
O
』
」
O
旨
）
。

　
さ
ら
に
、
確
か
に
一
九
九
一
年
六
月
の
ホ
バ
ー
ト
に
て
行
わ
れ
た
労
働
党
大
会
に
お
い
て
、
二
〇
〇
一
年
一
月
一
日
ま
で
に
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
が
共
和
国
に
な
れ
る
よ
う
に
、
国
民
の
世
論
を
誘
導
す
る
と
い
う
決
議
が
な
さ
れ
、
労
働
党
は
党
の
政
策
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ァ
共
和
国
の
成
立
を
目
標
の
一
つ
に
据
え
て
い
た
と
は
い
え
（
＞
酸
ミ
画
§
他
主
要
各
紙
．
鐸
。
」
8
一
）
、
ま
だ
、
本
格
的
な
共
和
国
論

争
あ
る
い
は
国
旗
の
変
更
方
法
を
議
論
す
る
に
は
時
機
尚
早
と
思
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
な
に
よ
り
も
国
民
は
、
旗
の
こ
と
よ
り
も
不
況
問

題
と
一
〇
％
以
上
の
失
業
の
解
決
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
論
争
に
発
展
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
キ
ー
テ

ィ
ン
グ
は
新
国
旗
問
題
、
独
立
国
家
論
争
、
共
和
国
論
争
を
よ
り
劇
的
な
形
で
提
示
す
る
た
め
の
機
会
を
新
た
に
捜
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
そ
の
機
会
は
す
ぐ
に
や
っ
て
き
た
。

10
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そ
れ
は
二
月
二
四
日
で
あ
っ
た
。
当
日
は
、
連
邦
政
府
が
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
お
い
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
に
対
し
歓
迎
式
典
を
取
り
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
連
邦
議
会
の
グ
レ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
約
六
〇
〇
人
の
招
待
客
が
参
集
し
て
い
た
。
そ
の
招
待
客
を
前
に
し
て

の
歓
迎
演
説
の
な
か
で
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
女
王
が
最
初
に
来
豪
し
た
時
に
比
べ
て
大
き
く
変
貌
し
た
こ
と
、

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
結
果
、
独
立
国
と
し
て
成
長
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
た
め

以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
今
日
で
は
、
英
国
と
わ
が
国
は
世
界
経
済
の
要
求
に
適
応
し
な
け
れ
ぽ
な
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
そ
の
変
化
た
る
や
恐
ろ
し
く
速
く
、
そ
の
影
響

　
も
大
き
い
の
で
あ
り
ま
す
。
英
国
は
し
ば
ら
く
前
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
（
E
C
）
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
将
来
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し

　
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
わ
れ
わ
れ
の
住
む
こ
の
地
域
の
国
々
と
の
間
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
た
め
の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
．
そ

　
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
の
国
は
外
見
的
に
も
独
立
国
家
た
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
か
ら
四
〇
年
前
に
女
王
が
最
初
に
来
豪
さ
れ
た
時

　
に
、
女
王
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
議
会
で
会
っ
た
人
々
は
男
ば
か
り
で
し
た
が
、
彼
ら
は
帝
国
時
代
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
議
員
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か

　
も
．
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
観
点
か
ら
世
界
を
見
る
こ
と
に
慣
れ
た
人
々
で
し
た
。
彼
ら
は
．
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
に
生
ま
れ
た
者
が
多
か
っ
た
は
ず
で

　
す
。
し
か
し
、
今
や
両
国
に
も
全
く
新
し
い
世
代
の
人
々
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
各
々
の
国
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
と
同
時
に
、
両
国

　
の
関
係
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
（
卜
器
塁
§
§
』
q
』
」
0
8
）
。

　
こ
の
演
説
で
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
E
C
に
加
盟
し
、
そ
の
E
C
統
合
が
進
展
す
る
な
か
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ

あ
る
英
国
と
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
政
治
的
に
も
、
経
済
的
に
も
独
自
の
生
き
残
り
戦
略
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、

英
国
よ
り
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
に
は
、
政
治
的
に
も
、
経
済
的
に
も
、
社
会
的
に
も
大
き
な
溝
が
で
き
つ
つ
あ

り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
全
く
英
国
よ
り
独
立
し
、
新
国
旗
を
持
つ
共
和
国
へ
と
脱
皮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。

新
国
旗
、
共
和
国
論
争
は
別
と
し
て
も
演
説
の
内
容
自
体
は
、
親
立
憲
君
主
制
の
立
場
の
者
で
も
賛
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
日
で
は
当

た
り
前
に
な
っ
た
事
実
で
あ
る
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
を
目
の
前
に
し
て
の
演
説
と
し
て
は
異
例
の
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、
前
回
の

ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
は
異
な
り
大
き
な
反
響
を
生
ん
だ
。
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と
く
に
、
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
、
ハ
ワ
ー
ド
（
旨
ぎ
国
。
墨
議
）
影
の
労
使
関
係
大
臣
は
、
女
王
に
対
し
て
侮
辱
的
な
内
容

で
あ
る
と
と
も
に
、
女
王
の
歓
迎
式
典
そ
の
も
の
が
国
家
元
首
に
対
す
る
も
の
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

新
国
旗
論
争
や
共
和
国
問
題
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
内
政
治
問
題
で
あ
り
、
象
徴
た
る
女
午
を
目
の
前
に
し
て
政
治
問
題
を
論
じ
る
の

は
、
女
王
を
政
治
的
に
利
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
議
会
制
民
主
主
義
に
反
す
る
と
い
う
の
が
彼
ら
の
言
い
分
で
あ
っ
た
（
』
蓑
養
§
3
他
主

要
各
紙
、
鉾
ρ
這
§
。
む
ろ
ん
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
女
王
が
と
く
に
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
も
な
く
、
政
治
か
ら
超
然
的
な
態
度
を
守

り
通
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
回
も
復
員
軍
人
協
会
（
R
S
L
）
を
中
心
に
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
。

12

三
　
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
論
争
の
概
要

　
新
国
旗
論
争
、
共
和
国
論
争
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
こ
の
論
争
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
女
王
を

迎
え
て
召
集
さ
れ
た
秋
季
議
会
に
お
い
て
野
党
連
合
攻
撃
に
で
た
。
す
な
わ
ち
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
新
国
旗
論
争
、
共
和
国
論
争
そ

し
て
女
王
に
対
す
る
言
動
を
批
判
し
た
野
党
連
合
に
対
し
て
、
超
保
守
主
義
者
、
時
代
的
錯
誤
者
、
反
ア
ジ
ア
主
義
者
と
同
時
に
、
経
済

的
に
無
能
で
あ
る
と
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
た
め
の
攻
撃
を
し
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
月
二
七
日
の
議
会
に
お
い
て
正
に
爆
発
し

た
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
英
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
距
離
を
必
要
以
上
に
誇
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
野
党
側
か
ら
の
批
判
を

取
り
上
げ
て
、
英
国
が
い
か
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
見
捨
て
て
き
た
か
力
説
し
た
の
で
あ
る
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
一
九
九
二
年
に

五
〇
周
年
記
念
を
迎
え
た
た
め
、
マ
ス
コ
、
・
・
な
ど
で
話
題
に
昇
っ
て
い
た
第
二
次
世
界
大
戦
初
頭
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
問
題
（
一
九
四
二

年
二
月
一
五
日
）
を
取
り
上
げ
、
英
国
は
本
気
で
マ
レ
ー
半
島
に
上
陸
し
て
き
た
日
本
軍
に
抵
抗
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
し
て
、
英
国
批

判
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
日
本
軍
に
抵
抗
ら
し
い
抵
抗
を
し
た
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
の
み
で
あ
り
、
英
国
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
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を
本
気
で
防
衛
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
中
東
お
よ
び
北
ア
フ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
軍
を
、
時
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
相
カ
ー
テ
ィ
ン
（
き
ぎ
Q
弩
浮
）
が
呼
び
戻
そ
う
と
す
る
時
に
激
し
く
反
対
し
た
。
そ
の
上

に
、
中
東
と
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
の
撤
退
を
し
ぶ
し
ぶ
認
め
た
時
も
、
そ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
の
意
に
反
し
て
ビ
ル
マ
戦
線
に
投
入
し
て
、
イ
ン
ド
の
英
国
軍
を
守
る
の
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
も
し
、
こ
の
時
カ
ー
テ
ィ
ン

首
相
が
お
と
な
し
く
チ
ャ
ー
チ
ル
の
い
い
な
り
に
な
っ
て
ビ
ル
マ
上
陸
を
認
め
て
い
た
ら
、
多
分
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
戦
争
捕
虜
は

倍
増
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本
軍
に
躁
踊
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
、
英
国
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

見
離
し
た
最
初
の
事
件
を
生
ん
だ
と
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
指
摘
し
た
の
で
あ
る
（
ぎ
。
。
讐
§
§
他
主
要
各
紙
、
鵠
。。
』
」
。
§
．

　
キ
！
テ
ィ
ン
グ
首
相
に
よ
る
と
、
第
二
回
目
は
、
英
国
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
九
七
三
年
に
E
C
に
加
盟
し

た
時
と
な
る
。
そ
し
て
、
E
C
統
合
は
一
九
九
二
年
末
の
経
済
統
合
を
テ
コ
に
さ
ら
に
は
政
治
統
合
を
企
図
し
て
お
り
、
英
国
は
ま
す
ま

す
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
離
れ
て
行
く
。
そ
れ
故
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
と
な
り
つ
つ
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
し
て
は
、
独
立
性

を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
野
党
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
英
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
す
る
裏
切
り
を
一
方
的
に
批

判
す
る
と
同
時
に
．
親
英
国
、
親
立
憲
君
主
制
の
立
場
に
傾
斜
す
る
野
党
連
合
の
立
場
は
全
く
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
し
、
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野

党
連
合
リ
ー
ダ
ー
は
．
自
由
党
の
創
始
者
で
あ
り
英
帝
国
主
義
者
で
あ
っ
た
メ
ン
ジ
ー
ズ
（
ぎ
冨
旨
竃
①
自
誼
）
首
相
を
模
範
と
し
て
い
る

が
、
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
が
い
か
に
保
守
主
義
者
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
ぎ
。
。
讐
§
§

他
主
要
各
紙
、
鵠
も
し
0
8
）
。

　
さ
ら
に
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
ハ
ワ
ー
ド
大
臣
が
一
九
五
〇
年
代
は
古
き
よ
き
時
代
で
あ
る
と
論
じ
た
こ
と
を
捉
え
て
、
そ
の
当

時
は
女
性
は
仕
事
に
つ
く
こ
と
も
で
き
な
い
男
尊
女
卑
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
国
勢
調
査
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
、
移
民
は
単
な
る
単
純
肉
体
労
働
者
と
し
か
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
非
民
主
主
義
的
な
時
代
で
あ
り
、
こ
ん
な
時
代
を
よ
い
時
代
で

あ
る
と
主
張
す
る
者
が
、
野
党
連
合
影
の
内
閣
の
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
い
か
に
野
党
の
体
質
が
古
く
保
守
的
で
あ
る

13
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か
わ
か
る
と
い
っ
た
主
旨
の
批
判
を
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
九
五
〇
年
代
の
人
々
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
し
て
よ
り
も
、
英
国

に
忠
誠
を
誓
う
者
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
し
た
上
で
、
野
党
連
合
の
フ
ァ
イ
ト
バ
ッ
ク
経
済
政
策
を
持
ち
出
し
て
、
同
政

策
の
中
核
で
あ
る
消
費
税
と
民
活
利
用
と
称
し
た
福
祉
支
出
縮
小
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
の
生
活
水
準
の
低
下
を
も
た
ら
す
と
批
判

す
る
と
同
時
に
、
政
府
の
介
入
を
自
由
化
と
い
う
名
の
も
と
に
縮
小
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
経
済
運
営
に
対
し
て
究
極
的
な
責
任
を
と
ろ

う
と
し
な
い
こ
と
で
あ
り
．
自
ら
の
無
能
と
無
責
任
さ
を
さ
ら
け
だ
す
も
の
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
経
済
的
に
無
策
で
英
国
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
向
い
た
野
党
連
合
に
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
局
運
営
を
任
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
、

ま
く
し
た
て
た
の
で
あ
る
（
卜
器
導
ミ
帖
§
他
主
要
各
紙
、
鵠
博
N
」
8
鯉
O
爵
＄
お
8
り
b
・
曽
）
。

　
む
ろ
ん
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
批
判
に
対
し
て
、
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
は
、
そ
れ
ま
で
の
立
場
を
繰
り
返
し
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
国
旗
や
共
和
国
問
題
は
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
り
、
経
済
問
題
や
経
済
論
争
か
ら
国
民
の
目
を
反
ら
そ
う
と
す
る

姑
息
な
政
治
的
策
謀
で
あ
る
と
し
て
取
り
合
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
、
フ
レ
イ
ザ
ー
（
竃
昌
。
ぎ
宰
器
包
元
自
由
党
・

国
民
党
連
合
首
相
の
、
共
和
国
化
に
は
反
対
で
あ
る
が
、
英
国
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
際
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
見
離
し
た
と
い
う
こ
と

は
事
実
で
あ
る
と
し
て
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
議
論
に
賛
成
す
る
と
の
発
言
を
新
聞
が
大
き
く
取
り
上
げ
た
た
め
、
議
論
は
さ
ら
に
煽

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
レ
イ
ザ
ー
元
首
相
は
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
い
う
野
党
連
合
が
ア
ジ
ア
を
向
い
て
い
な
い
と
い
う
批
判
は

的
外
れ
で
あ
り
、
こ
の
批
判
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
つ
つ
も
、
野
党
連
合
が
今
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
英
国
と
の
関
係
は
小
さ
く
な

っ
た
と
い
う
事
実
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
こ
と
に
不
満
を
持
っ
た
の
で
あ
る
（
妄
§
§
犠
』
器
ミ
§
§
』
。
』
－
一
る
」
。
旨
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
と
英
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
す
る
裏
切
り
批
判
は
、
英
国
の
マ
ス

コ
ミ
を
い
た
く
刺
激
す
る
と
と
も
に
、
英
国
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
本
格
的
な
外
交
問
題
に
な
る
一
歩
手
前
ま
で
両
国
内
で
の
議
論
は

沸
騰
し
た
。
三
月
一
日
に
は
遂
に
ハ
ー
ド
（
∪
。
轟
一
器
国
巧
α
）
英
国
外
相
が
閣
僚
と
し
て
初
め
て
批
判
を
行
っ
た
。
も
っ
と
も
、
ハ
ー
ド
外

相
は
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
批
判
が
一
過
性
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
と
く
に
謝
罪
を
要
求
は
し
な
い
と
し
た
上
に
、
メ
ジ
ャ

14
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ー
英
国
首
相
も
国
民
や
議
員
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
相
批
判
と
謝
罪
要
求
の
声
に
対
し
、
む
し
ろ
冷
静
に
対
処
す
る
よ
う
に
説
得
す
る
役

目
に
回
っ
た
た
め
、
外
交
的
な
大
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
（
』
養
壕
§
§
他
主
要
各
紙
、
ド
ω
」
。
§
。
こ
れ
は
、
英
国
の
政
界
に
は
キ
ー

テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
か
つ
て
蔵
相
と
し
て
経
済
改
革
を
推
進
し
た
有
能
な
大
臣
で
あ
っ
た
と
い
う
高
い
評
価
が
残
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
経

済
と
の
統
合
と
独
立
国
家
論
争
も
、
経
済
改
革
の
一
貫
で
あ
る
と
冷
静
に
受
け
止
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
三
8
一
器
閃
。
夢
奉
芦
き
罫
§
良

』
器
讐
＆
§
8
』
∴
一
ω
し
0
8
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
英
国
民
お
よ
び
マ
ス
コ
、
・
・
は
そ
れ
で
は
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。
既
に
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落

論
争
以
前
よ
り
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
に
よ
る
数
々
の
非
礼
を
並
べ
立
て
て
謝
罪
要
求
を
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
論
争
は
簡
単
に
片
付
か
な
か
っ
た
。
両
国
の
い
わ
ゆ
る
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
大
衆
紙
は
そ
の
傾
向
を
強
め
、

と
り
わ
け
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
が
女
王
の
背
中
に
手
を
回
し
た
こ
と
や
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
夫
人
が
女
王
に
対
し
て
脆
い
て
挨
拶
し

な
か
っ
た
こ
と
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
無
礼
で
あ
る
と
い
っ
た
点
を
指
摘
し
て
議
論
を
煽
っ
て
い
た
。
と
く
に
英
国
の
論
調

に
の
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
の
王
党
派
が
激
し
く
批
判
を
繰
り
返
し
た
（
＞
閂
閃
』
①
』
し
。
8
）
。
さ
ら
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落

論
争
は
歴
史
家
達
を
も
巻
き
込
む
こ
と
に
な
っ
た
た
め
論
争
は
エ
ス
カ
レ
！
ト
し
た
。
歴
史
家
の
論
争
で
も
、
英
国
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

初
め
か
ら
放
棄
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
が
論
争
の
対
象
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
両
国
内
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥

落
間
題
に
対
す
る
解
釈
が
歴
史
家
の
間
で
は
っ
ぎ
り
別
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
た
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
議
論
は
さ

ら
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
（
箋
。
罫
§
亀
卜
霧
讐
§
§
』
O
』
山
る
し
。
8
）
。
こ
れ
ま
た
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
望
む
通
り
の
事
態
の
進

　
　
（
4
）

行
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
戦
術
に
対
し
て
、
野
党
連
合
は
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
誘
い
に
の
ら
ず
、
感
情
的
な
親
英
国
、
親
立

憲
君
主
制
、
現
国
旗
支
持
の
論
争
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
ら
論
争
へ
の
深
入

り
を
避
け
て
い
た
し
、
同
僚
議
員
に
対
し
経
済
問
題
に
関
心
を
集
中
さ
せ
下
手
に
挑
発
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
た
。
し
か
し
な
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が
ら
、
ハ
ワ
ー
ド
前
リ
ー
ダ
ー
は
、
移
民
問
題
、
多
文
化
主
義
間
題
、
共
和
国
問
題
と
な
る
と
興
奮
す
る
傾
向
が
あ
る
の
か
、
今
回
も
一

月
の
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
新
国
旗
発
言
以
来
、
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
の
注
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の

挑
発
に
応
じ
た
。
そ
の
た
め
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
思
う
壷
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
ハ
ワ
ー
ド
影
の
大
臣
は
、
権
限
外
の
問
題
に
つ

い
て
み
だ
り
に
大
臣
は
見
解
を
発
表
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
自
由
党
党
則
を
破
り
．
新
聞
、
フ
ジ
オ
で
盛
ん
に
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
批

判
を
行
っ
た
た
め
、
自
由
党
内
か
ら
も
批
判
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
（
、
蓑
養
ぎ
蔚
β
ω
し
。
§
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
一
方
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
支
持

を
得
る
と
と
も
に
、
親
英
国
、
親
立
憲
主
義
、
現
国
旗
支
持
の
立
場
を
鮮
明
に
示
し
て
い
る
野
党
連
合
を
批
判
し
て
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
時

代
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
政
党
で
あ
る
と
の
印
象
づ
け
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
自
ら
を
経
済
政
策
に
お
い
て
も
有
能
で
あ
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
国
家
に
導
い
て
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
間
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
自
分
と
労
働
党
で
あ
る
と
の
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
も
あ
る
程
度
成
功
し
た
。
さ
ら
に
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ

労
働
党
政
権
が
、
共
和
国
間
題
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
二
一
世
紀
を
見
通
し
た
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
当
面
の
経

済
問
題
だ
け
に
議
論
を
絞
ろ
う
と
す
る
野
党
連
合
を
、
近
視
眼
的
で
し
か
も
後
ろ
向
き
の
政
党
で
あ
る
と
印
象
づ
け
る
こ
と
も
で
き
た

と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
よ
り
支
持
率
の
逆
転
と
い
う
こ
と
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
大
い
に
面
目
を
保
っ
た
の
で
あ
る
（
O
爵
＄

お
O
層
づ
』
O
）
。

　
ま
た
．
こ
の
た
め
に
少
々
英
国
と
の
関
係
が
ま
ず
く
な
っ
て
も
、
と
も
か
く
も
ど
ぎ
つ
い
表
現
で
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
を

批
判
す
る
こ
と
に
よ
り
、
久
々
に
政
敵
を
容
赦
な
く
攻
撃
す
る
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
ら
し
さ
を
発
揮
し
（
こ
れ
が
一
国
の
首
相
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

振
る
舞
い
で
あ
る
か
は
別
と
し
て
）
、
労
働
党
議
員
か
ら
の
支
持
獲
得
と
い
う
離
れ
技
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
（
』
養
§
画
§
、
＞
問
国
』
㎝
』
鳩

一
。
。
㌣
臼
①
暮
旨
ぎ
ρ
き
暮
§
良
卜
器
ミ
§
§
』
。
』
山
る
し
8
ω
）
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
に
と
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
に
際
し
て
英
国

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
見
捨
て
た
か
ど
う
か
は
二
の
次
で
あ
り
、
と
も
か
く
も
野
党
連
合
に
対
す
る
国
民
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ
せ
る
と
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同
時
に
、
政
局
展
開
に
お
い
て
主
導
権
を
握
る
こ
と
が
先
決
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
は
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
政
治
的
得
点
を
稼
い
で
し
ま
う
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
し
た
た
か
な
政
治
家
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
結
果
．

つ
い
に
三
月
下
旬
に
は
人
気
回
復
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
（
表
三
）
．
同
じ
三
月
に
経
済
不
況
が
終
了
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
経
済
政

策
の
効
果
が
は
っ
き
り
見
ら
れ
れ
ぽ
と
い
う
条
件
付
で
あ
る
が
、
労
働
党
の
次
期
総
選
挙
で
の
勝
利
す
ら
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
．

　
以
上
が
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
論
争
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
今
回
の
新
国
旗
論
争
、
共
和
国
論
争
は
大
変
政
治
的
要
素
が
強
く
、
今

後
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
が
本
気
に
長
期
的
な
問
題
と
し
て
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
疑
わ
し
い
点
も
あ
る
。
確
か
に
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
系
移
民
の
子
孫
で
あ
る
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
ホ
ー
ク
前
首
相
よ
り
も
こ
の
間
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
し
て
い
る
が
、
機
会

主
義
的
な
要
素
は
ぬ
ぐ
え
な
い
（
鼠
ヨ
8
冒
目
り
切
ミ
ミ
愛
冒
零
9
§
這
貫
b
・
卜
。
。
）
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
の
一
部
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
を
意
識
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
国
旗
、
新
し
い
政
治
制
度
、
新
し
い
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
求
め
始
め
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
が
効
果
的
に
利
用
で
き
た
政
治
争
点
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
イ
メ
ー
ジ
を
求
め
た
動
き
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
に
お
い
て

徐
々
に
で
は
あ
る
が
着
実
に
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
9
毘
①
g
塾
這
。。
。。
）
。

　
そ
こ
で
、
次
の
二
つ
の
節
に
わ
た
り
新
国
旗
論
争
、
あ
る
い
は
共
和
国
論
争
と
い
う
も
の
を
簡
単
に
整
理
し
た
後
、
ど
の
程
度
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
が
新
し
い
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
最
近
の
世
論
調
査
を
参
考
に
し
て
考
察
し
て

見
た
い
。

四
　
新
国
旗
支
持
者
と
反
対
者
の
代
表
的
主
張
ー
カ
ー
ビ
ー
と
ケ
ン
プ

本
節
と
次
節
で
は
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
に
よ
っ
て
引
ぎ
起
こ
さ
れ
た
新
国
旗
論
争
と
共
和
国
論
争
に
っ
い
て
論
じ
る
。
も
っ
と
も
、

17
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新
国
旗
論
争
に
し
ろ
、
共
和
国
論
争
に
し
ろ
こ
れ
ら
は
新
し
い
問
題
で
は
な
い
。
共
和
国
論
争
に
し
て
み
る
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民

が
一
九
世
紀
よ
り
、
反
英
国
王
室
・
帝
国
主
義
の
観
点
か
ら
終
始
一
貫
し
て
批
判
し
て
い
た
し
、
新
国
旗
論
争
に
し
て
も
一
九
八
○
年
代

に
何
度
か
新
し
い
国
旗
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
一
九
八
四
年
に
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
歌

が
英
国
国
歌
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
正
式
に
採
用
さ
れ
た
後
、
一
九
八
八
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
建
国
記
念
二
〇
〇
年
を
記
念
す
る
た
め

に
新
国
旗
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
動
ぎ
が
強
く
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
現
在
の
国
旗
は
、
一
九
〇
一
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連

邦
が
結
成
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
連
邦
国
家
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
旗
を
決
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
採
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
際
、
連
邦
政
府
は
宗
主
国
英
国
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
英
連
邦
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た

め
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
を
必
ず
図
柄
の
な
か
に
織
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
を
付
加
し
た
。
そ
の
後
、
細
か
い
修
正

が
加
え
ら
れ
な
が
ら
、
英
国
と
の
関
係
を
示
す
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ヅ
ク
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
示
す
南
十
字
星
、
そ
し
て
連
邦
を
象
徴
す

る
七
角
星
（
フ
ェ
デ
ラ
ル
ス
タ
：
）
が
併
存
す
る
現
在
の
国
旗
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
（
現
国
旗
の
採
用
は
一
九
〇
八
年
で
あ
る
）
（
卜
奉

讐
§
§
的
3
＆
§
冒
＆
芦
一
〇
〇。
o。
℃
箸
・
旨
謹
－
刈
）
。

　
ま
ず
、
こ
の
旗
に
関
す
る
論
争
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
新
国
旗
論
争
に
つ
い
て
も
様
々
な
議
論
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
カ
ー
ビ
ー
（
家
。
富
議
内
ぎ
ざ
ω
ε
オ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
（
＞
庫
呂
夷
）
議
長
の
意
見
を
新
国
旗
賛
成
派
の
意
見
と
し
て
代
表
さ
せ
た
い

（
卜
養
言
ぎ
3
」
O
』
」
。
§
。
オ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
は
、
一
九
八
八
年
ま
で
に
新
し
い
国
旗
を
制
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
組

織
で
あ
る
が
、
一
九
八
八
年
に
新
国
旗
制
定
に
失
敗
し
た
後
も
活
動
を
続
け
て
い
る
（
卜
簑
ミ
＆
局
§
覧
§
§
§
F
這
o。
o
。
も
●
旨
§
。

　
カ
ー
ビ
ー
に
よ
る
と
、
新
国
旗
制
定
の
理
由
は
次
の
通
り
と
な
る
。
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（
一
）
　
国
旗
と
い
う
も
の
は
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
永
久
不
変
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
変
更
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
国
旗

変
更
を
異
常
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
．
現
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
二
〇
〇
年
の
歴
史
の
間
に
何
回
か
変
え
て
き
た
。
連
邦
結
成
当
初
、
制
定
さ
れ

た
国
旗
に
は
フ
ェ
デ
ラ
ル
ス
タ
ー
は
な
く
、
こ
れ
は
一
九
〇
八
年
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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（
二
）
　
オ
！
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
旗
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国
旗
と
非
常
に
似
て
い
る
た
め
、
国
際
会
議
や
国
際
ス
ポ
ー
ッ
大
会
な
ど
で
間
違
わ
れ

や
す
い
。
実
際
、
間
違
え
ら
れ
て
掲
揚
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
（
ニ
ュ
ー
ジ
！
ラ
ン
ド
国
旗
も
、
青
地
の
旗
の
左
上
に
ユ
ニ
オ
ン
・

ジ
ャ
ヅ
ク
を
織
り
込
ん
で
右
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
旗
と
同
じ
白
の
南
十
字
星
を
配
置
し
て
い
る
が
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
ス
タ
ー
が
な
い
と
い
う
点
で
異
な

る
）
。
（
三
）
　
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ヅ
ク
は
、
連
邦
国
旗
を
定
め
る
際
に
、
英
国
と
の
関
係
が
植
民
地
関
係
を
明
示
す
る
た
め
に
織
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
香
港
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
島
と
同
じ
政
治
的
地
位
に
い
る
こ
と
を
示
す
．
要
す
る
に
．
今
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
属
国
で
あ
る

こ
と
を
象
徴
す
る
の
で
あ
る
．
現
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
旗
は
帝
国
旗
（
H
冨
冨
匡
亀
b
轟
）
で
あ
る
。

（
四
）
　
現
在
、
英
連
邦
加
盟
国
は
四
八
か
国
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
立
憲
君
主
国
も
あ
れ
ば
共
和
国
も
あ
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
の
三
か
国
を
除
く
と
、
各
々
の
国
は
独
立
国
、
主
権
国
家
、
国
民
的
独
自
性
を
反
映
す
る
よ
う
な
独
自
の
国
旗
を
定
め

て
い
る
。
も
は
や
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
を
国
旗
に
織
り
込
ん
だ
国
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
り
つ
つ
あ
る
．

（
五
）
　
一
九
七
四
年
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
王
と
な
っ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
に
忠
誠
を
誓
う

の
は
、
彼
ら
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
元
首
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、
英
国
元
首
だ
か
ら
で
は
な
い
．

（
六
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
政
治
の
歴
史
を
見
る
と
、
一
九
〇
一
年
の
連
邦
結
成
以
来
、
一
九
三
一
年
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
条
例
（
の
鼠
言
富

o
h
≦
①
馨
包
3
ε
コ
這
田
）
を
一
九
四
二
年
に
批
准
し
て
外
交
的
に
独
立
し
、
　
一
九
八
六
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
（
＞
ま
葺
昌
き
＞
9
亀
ち
o。
O
）

で
英
国
と
の
司
法
、
行
政
的
関
係
を
完
全
に
断
ち
切
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
英
国
議
会
の
介
入
の
余
地
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

国
旗
は
こ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、
相
変
わ
ら
ず
英
国
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
宗
主
国
で
あ
り
、
保
護
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
現
在
の
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

（
七
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
独
立
主
権
国
家
と
し
て
、
英
連
邦
に
所
属
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
旗
に
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
が
存
在
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
政
治
的
地
位
が
十
分
表
明
さ
れ
て
い
な
い
。

（
八
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
常
に
現
在
の
国
旗
の
も
と
で
自
由
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
戦
っ
て
き
た
と
い
う
主
張
が
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
多
く

の
戦
争
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
英
国
軍
の
一
部
と
し
て
戦
っ
た
こ
と
が
多
く
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
の
下
で
戦
っ
た
場
合
が
多
い
．
ま
た
、
朝
鮮
戦

争
に
お
い
て
は
国
連
旗
の
も
と
で
戦
っ
て
い
る
。
現
国
旗
の
も
と
で
戦
っ
た
の
は
．
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ

ク
の
英
国
旗
と
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
の
入
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
旗
と
の
混
同
が
多
い
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ
捕
虜
収
容
所
に
翻
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っ
て
い
た
旗
は
下
地
が
赤
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
旗
で
あ
る
。

（
九
）
　
カ
ナ
ダ
の
国
旗
変
更
が
社
会
的
不
安
や
政
治
的
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
一
九
六
五
年
に
カ
ナ
ダ
は
現
国
旗
に
変
更
し
た
際
に
、

確
か
に
感
情
的
な
反
対
論
が
復
員
軍
人
協
会
関
係
者
を
中
心
に
盛
り
上
が
っ
た
が
、
カ
ナ
ダ
の
国
民
意
識
が
成
熟
し
独
立
性
を
指
向
す
る
力
の
方
が
強

く
な
り
、
結
局
は
変
更
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
反
対
者
の
声
は
当
時
大
き
な
も
の
に
見
え
た
が
、
変
更
し
た
後
は
圧
倒
的
な
支
持
が
集
ま
り
、
変

更
前
の
反
対
派
の
声
は
必
要
以
上
に
増
幅
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
あ
て
は
ま
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ソ
が
国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
も
大
ぎ
な
原
因
な
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
さ
え
よ
け
れ
ば
支
持
は
オ
1
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
強
く

な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
国
家
の
独
立
性
、
成
熟
性
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
国
旗
を
変
更
す
る
の
は
歴
史
的
必
然
に
近
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
カ
ナ
ダ

の
歴
史
家
は
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
あ
て
は
ま
る
。

（
一
〇
）
　
カ
ナ
ダ
で
は
国
旗
を
変
更
し
た
が
、
政
治
制
度
を
立
憲
君
主
国
か
ら
共
和
制
に
変
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
国
旗
の
変
更
と
共
和
国
問
題
は
別

で
、
国
旗
変
更
論
は
そ
の
ま
ま
共
和
国
移
行
論
に
つ
な
が
る
と
い
う
反
対
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。

（
二
）
　
一
九
八
四
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
が
、
現
国
歌
を
正
式
の
国
歌
と
認
め
た
時
に
、
国
民
カ
ラ
ー
を
決
め
た
。
そ
れ
ら
は
、
緑
と
黄

金
で
あ
る
が
．
こ
れ
ら
の
国
民
色
を
新
国
旗
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
新
国
歌
に
つ
い
て
も
国
民
の
多
く
が
支
持
し
た
が
、
多
分
新
国
旗
に
つ
い

て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
一
二
）
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
旗
と
い
う
も
の
は
そ
の
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
伝
統
に
無
反
省
に
寄
り
か
か
っ

て
い
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
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以
上
が
、
カ
ー
ビ
ー
・
オ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
議
長
の
新
国
旗
支
持
論
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ケ
ン
プ
（
国
＆
国
聲
℃
）
自
由
党
影

の
教
育
大
臣
が
反
対
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
取
り
上
げ
た
い
。
ケ
ン
プ
は
．
も
と
も
と
労
働
党
は
一
九
四
七
年
に
現
国
旗
に
対
し
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
愛
着
を
持
つ
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
機
会
を
捉
え
て
掲
揚
す
る
よ
う
に
国
旗
掲
揚
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
た
し
、

一
九
八
○
年
代
の
総
選
挙
で
も
愛
国
主
義
を
強
調
す
る
た
め
労
働
党
が
現
国
旗
を
高
々
と
振
り
上
げ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
る

に
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
に
な
っ
て
か
ら
の
急
変
振
り
に
戸
惑
い
を
見
せ
な
が
ら
も
、
現
在
で
も
労
働
党
は
党
旗
に
現
国
旗
を
織
り
込
ん
で

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
れ
は
労
働
党
支
持
者
も
現
国
旗
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
の
証
拠
で
は
な
い
か
と
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
批
判
を
し
つ



つ
、
以
下
の
よ
う
な
反
対
理
由
を
挙
げ
て
い
る
（
』
養
蓉
§
§
し
。
』
レ
。
§
．
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（
一
）
　
新
国
旗
支
持
者
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
旗
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国
旗
と
見
分
け
に
く
い
か
ら
変
更
せ
よ
と
し
ば
し
ば
主
張
す
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ソ
ダ
、
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
グ
、
ロ
シ
ア
の
旗
は
ど
れ
も
こ
れ
も
似
た
よ
う
な
色
を
使
用
し
た
三
色
旗
で
あ
り
見
極
め
が
つ
け
に
く
い
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
国
旗
を
変
更
し
よ
う
な
ど
と
い
う
議
論
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
．
ま
た
．
国
旗
が
似
て
い
る
た
め
外
国

が
混
乱
し
国
際
関
係
が
ま
ず
く
な
っ
た
と
か
、
貿
易
に
支
障
が
で
る
な
ど
と
い
う
議
論
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
ミ
ヅ
テ
ラ
ン
大
統
領
自
身
は

社
会
党
出
身
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
王
朝
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
国
旗
を
、
そ
れ
が
立
憲
君
主
制
を
意
味
す
る
か
ら
と
い
っ
て
変
え
よ
う
と

は
し
て
い
な
い
し
、
国
旗
に
誇
り
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
．
国
旗
は
、
も
と
も
と
外
国
人
に
分
か
り
や
す
く
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
．

（
二
）
　
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
は
、
ま
さ
に
現
代
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
法
、
言
語
、
社
会
制
度
の
源
泉
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ

ャ
ッ
ク
こ
そ
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
復
員
軍
人
が
し
ば
し
ば
示
す
現
国
旗
へ
の
情
緒
的
な
忠
誠
は
当
然
の
も
の
な
の
で
あ

る
。（
三
）
　
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
そ
し
て
カ
ー
ビ
ー
議
長
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
す
る
な
か
で
、
い
つ
ま
で
も
古
い
伝
統
に

こ
だ
わ
る
こ
と
を
批
判
し
、
そ
れ
を
従
属
性
の
現
れ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
文
化
的
卑
屈
性
（
。
三
言
蚕
一
鼠
轟
Φ
）
の
証
明
で
あ

る
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
と
う
ま
く
や
る
た
め
に
伝
統
的
な
旗
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

国
々
に
対
す
る
政
治
的
、
経
済
的
卑
屈
性
を
示
す
の
で
は
な
い
か
．
そ
れ
こ
そ
オ
！
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
文
化
的
卑
屈
性
を
示
す
こ
と
に
な
る
．

（
四
）
　
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
は
、
外
国
人
は
国
旗
を
見
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
植
民
地
と
み
な
す
に
違
い
な
い
と
主
張
し
た
が
、
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
国
旗
を
見
て
そ
の
よ
う
に
い
う
の
で
は
な
く
、
現
在
の
労
働
党
連
邦
政
府
の
国
際
関
係
政
策
が
ま
さ
に
植
民
地
的
卑
屈
性
を
示
し
て
い
る
か
ら

で
あ
り
、
国
旗
の
持
つ
欠
点
と
は
関
係
な
い
問
題
で
あ
る
。

（
五
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
実
体
的
に
独
立
国
家
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
や
カ
ー
ピ
ー
議
長
は
現
国
旗
を
見
る
と
英
国
を

思
い
浮
か
べ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
自
分
の
祖
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
思
い
浮
か
べ
る
し
、
現
国
旗
を
み
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
旗
と
思
っ
て
い
る
。

（
六
）
　
国
旗
に
関
す
る
論
争
は
、
外
国
人
が
見
て
混
乱
す
る
と
か
植
民
地
と
思
う
と
い
っ
た
表
面
的
な
と
こ
ろ
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
カ
ー
ビ
；
議
長

が
指
摘
す
る
よ
う
に
国
民
的
ア
イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
と
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
カ
！
ビ
ー
議
長
に
賛
成
す
る
。
し
か
し
、
キ
ー
テ
ィ
ン
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グ
首
相
も
カ
ー
ビ
ー
議
長
も
見
落
と
し
て
い
る
の
は
、
多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
祖
国
と
そ
の
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
満
足
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
制
度
は
英
国
に
源
泉
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
祖
国
英
国
に
比
べ
て
も
非
常
に
安
定
し
た

社
会
を
形
成
し
て
い
る
．
数
百
万
の
移
民
、
難
民
を
受
け
入
れ
て
も
大
き
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
か
ら
全
く
免
疫
で
い
ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た

民
主
主
義
的
伝
統
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．
紛
争
の
多
い
先
進
諸
国
に
比
べ
生
活
し
や
す
い
た
め
．
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
満
足
し
て
い

る
人
は
多
い
の
で
、
国
旗
の
変
更
な
ど
必
要
な
い
。
ま
た
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
が
あ
る
た
め
社
会
的
分
裂
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
と
カ
ー
ピ
ー
議

長
は
指
摘
す
る
が
、
そ
ん
な
証
拠
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。

（
七
）
　
カ
！
ビ
ー
議
長
な
ど
オ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
の
連
中
は
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
現
国
旗
に
対
し
て
不
満
で
あ
る
た
め
に
、
国
旗
問
題
そ
の

も
の
に
対
し
て
無
関
心
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
員
の
一
人
と
し
て
各
種
の
催
し
に
参
加
す
る
が
、
そ
の
際
に
必
ず
現
国
旗
が
掲

揚
さ
れ
、
人
々
の
関
心
は
相
当
高
い
も
の
で
あ
る
。

（
八
）
　
カ
ー
ビ
ー
議
長
は
、
し
ば
し
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
非
英
語
系
の
移
民
、
難
民
が
増
加
し
て
お
り
、
国
旗
の
な
か
の
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ヅ
ク

の
存
在
を
け
む
た
が
る
者
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
が
、
多
く
の
移
民
や
難
民
は
、
英
国
の
伝
統
を
基
礎
と
し
た
民
主
主
義
や
法
治

主
義
の
伝
統
に
引
か
れ
て
や
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
に
忠
誠
を
誓
う
傾
向
が
あ
る
。
と
く
に
、
抑
圧
的
な
社
会
か
ら

逃
れ
て
き
た
人
々
に
は
そ
の
傾
向
が
強
く
、
難
民
受
入
れ
が
多
く
な
っ
た
昨
今
で
は
、
現
国
旗
を
好
む
者
が
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
九
）
　
よ
く
新
聞
に
寄
せ
ら
れ
る
現
国
旗
支
持
者
の
投
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
カ
ー
ピ
i
議
長
は
英
国
の
貴
族
称
号
で
あ
る
「
サ
ー
』
の
称
号
を
誇
ら

し
げ
に
つ
け
て
お
ら
れ
る
が
、
英
国
と
の
絆
を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
議
論
の
支
持
者
と
し
て
は
矛
盾
す
る
行
為
で
は
な
い
か
。
彼
自
身
は
、
英
国
臣
民

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

（
一
〇
）
　
新
国
旗
論
争
、
共
和
国
問
題
な
ど
し
ば
し
ぽ
移
民
論
争
、
多
文
化
主
義
論
争
と
大
き
な
関
わ
り
を
持
つ
。
多
文
化
主
義
で
は
各
々
の
移
民
，

難
民
集
団
の
伝
統
文
化
の
尊
重
が
強
調
さ
れ
る
が
、
も
し
そ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、
な
ぜ
英
国
系
移
民
の
伝
統
で
あ
る
英
国
文
化
を
象
徴
す
る
ユ
ニ
オ

ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
を
否
定
す
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。
オ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
は
、
こ
う
し
た
伝
統
を
抹
消
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
議
論
は
、
国
旗
論
争
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
節
に
お
い
て
共
和
国
論
争
に
関
わ
る
議
論
を
紹
介
し
た
い
。
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五
　
共
和
国
支
持
者
と
反
対
者
の
代
表
的
主
張
ー
ケ
ニ
ア
リ
ー
と
ハ
ワ
ー
ド

2001年のオーストラリア

　
ま
ず
、
共
和
国
論
争
の
支
持
の
議
論
を
紹
介
し
た
い
。
共
和
国
論
争
も
歴
史
が
深
い
。
最
近
で
は
一
九
七
五
年
に
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム

（
O
。
轟
げ
≦
耳
一
§
）
労
働
党
首
相
が
連
邦
総
督
に
よ
っ
て
罷
免
さ
れ
る
事
件
が
あ
り
、
こ
の
時
に
立
憲
君
主
制
を
廃
止
し
共
和
国
へ
と
い

う
論
争
が
大
き
な
高
ま
り
を
見
せ
た
。
そ
の
時
は
、
連
邦
総
督
と
憲
法
改
正
間
題
を
軸
に
論
争
が
展
開
し
た
が
（
U
暮
一
8
這
§
、
今
回
の

論
争
は
そ
れ
ほ
ど
の
高
ま
り
を
見
せ
て
は
い
な
い
が
、
九
一
年
の
労
働
党
大
会
の
決
定
に
よ
っ
て
生
じ
た
議
論
の
高
ま
り
は
持
続
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
ケ
ニ
ア
リ
ー
（
目
§
国
Φ
ぎ
即
ξ
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
共
和
国
運
動
（
＞
岳
ヰ
毘
導
男
8
昌
ぎ
導
寓
。
お
暑
暮
”
＞
即
寓
）
指
導
者

の
議
論
を
紹
介
し
た
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
共
和
国
運
動
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
九
一
年
六
月
の
ホ
バ
ー
ト
労
働
党
大
会
に
お
い

て
．
労
働
党
が
共
和
国
運
動
を
実
施
し
二
〇
〇
一
年
ま
で
に
達
成
す
る
と
の
決
議
を
行
っ
た
直
後
の
七
月
初
旬
に
、
作
家
ケ
ニ
ア
リ
ー
や
、

『
ラ
ッ
キ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
』
の
著
者
で
あ
り
社
会
評
論
家
と
し
て
も
有
名
な
元
新
聞
記
者
、
後
に
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
教
授

と
な
っ
た
ド
ナ
ル
ド
・
ホ
ー
ン
（
U
。
蓼
崔
国
。
ヨ
）
ら
を
中
心
に
知
識
人
、
政
治
家
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
結
成
直
後
よ

り
、
二
〇
〇
一
年
ま
で
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
共
和
国
の
誕
生
を
目
指
し
て
キ
ャ
ン
ペ
！
ン
を
開
始
し
た
（
卜
饗
他
主
要
各
紙
、
。。
為
し
8
一
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
A
R
M
の
目
標
は
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
型
の
強
い
大
統
領
制
度
を
持
つ
共
和
国
へ
の
移
行
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
、
オ
！
ス

ト
リ
ア
型
の
象
徴
的
国
家
元
首
と
し
て
の
大
統
領
制
度
へ
の
移
行
を
考
え
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
権
限
は
現
在
の
連
邦
総
督
の
も
の
と
同

じ
程
度
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
統
領
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市
民
に
か
ぎ
り
、
か
つ
国
民
に
よ
っ
て
直
接
に
選
挙
さ

れ
て
選
出
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
現
在
の
総
督
制
度
は
廃
止
す
る
が
、
そ
の
他
の
政
治
制
度
を
大
幅
に
改
造
す
る
と
い
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
．
議
員
内
閣
制
度
、
連
邦
制
度
は
そ
の
ま
ま
残
す
よ
う
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
立
憲
君
主
制
だ
け
は
廃
止

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
A
R
M
は
国
旗
問
題
で
は
統
一
見
解
を
今
ま
で
発
表
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
共
和
国

支
持
者
は
、
大
部
分
新
国
旗
支
持
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
リ
ー
に
よ
る
と
共
和
国
移
行
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
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（
』
器
讐
ミ
帖
§
℃
一
〇
も
」
8
N
）
。

（
一
）
　
立
憲
君
主
制
支
持
者
は
、
多
く
の
国
民
は
共
和
国
へ
の
移
行
を
望
ん
で
い
な
い
と
す
る
が
、
彼
ら
の
い
う
国
民
の
多
く
は
共
和
国
へ
の
移
行
に

反
対
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
英
国
の
伝
統
を
引
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ラ
グ
ピ
ー
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
熱
心
な
観
衆
の
多
く
も
共
和
国
を
支

持
し
て
い
る
。
私
が
、
共
和
国
運
動
に
参
加
し
て
か
ら
私
を
し
る
者
が
増
え
た
が
、
ス
ポ
ー
ッ
観
戦
に
行
っ
た
時
に
多
く
の
人
々
が
私
達
の
運
動
を
応

援
し
て
く
れ
て
い
る
。
ピ
シ
ョ
ッ
プ
（
牢
8
≦
巻
田
菩
8
）
上
院
自
由
党
議
員
や
ラ
ク
ス
ト
ン
（
切
崔
8
罰
β
蓉
8
）
復
員
軍
人
協
会
ビ
ク
ト
リ
ア
支

部
会
長
ら
の
い
う
よ
う
な
国
民
の
意
見
の
一
致
は
見
ら
れ
な
い
。

（
二
）
　
A
R
M
は
、
反
立
憲
君
主
制
で
あ
る
と
い
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
や
英
国
王
室
の
人
々
を
気
嫌
い
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
尊
敬
し
敬
愛
し
て
い
る
．
た
だ
、
英
国
王
室
は
い
ず
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
際
的
地
位
の
変
化
に
と
も
な
い
、
今
世
紀
末
ま
で
に

は
国
民
の
意
見
が
わ
れ
わ
れ
に
傾
き
、
そ
の
結
果
・
英
国
王
室
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
居
場
所
を
失
う
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

意
識
変
化
を
見
越
し
て
既
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
殿
下
は
、
も
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
望
む
な
ら
わ
れ
わ
れ
は
去
っ
て
も
よ
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
英

国
王
室
側
の
方
が
物
分
か
り
が
よ
く
な
っ
て
い
る
。

（
三
）
　
英
国
は
、
ま
す
ま
す
E
C
の
な
か
に
統
合
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
英
国
は
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
E
C
の
な
か
に
統
合
さ
れ

て
い
く
た
め
に
、
大
き
な
政
治
的
、
社
会
的
変
化
を
被
る
で
あ
ろ
う
し
、
か
つ
て
の
英
国
と
大
き
く
異
な
っ
て
行
く
で
あ
ろ
う
．
そ
の
結
果
、
英
国
王

室
も
英
国
が
E
C
に
統
合
さ
れ
て
行
く
に
つ
れ
、
英
国
お
よ
び
英
国
王
室
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
利
益
を
考
慮
し
て
行
動
す
る
余
地
は
ま
す
ま
す
小
さ

く
な
る
で
あ
ろ
う
。
E
C
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
的
利
害
も
異
な
り
場
合
に
よ
っ
て
は
対
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
両
国
民
の
間
に
立
つ
英
国
王
室

と
し
て
は
困
難
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）
　
わ
れ
わ
れ
は
既
に
ロ
ン
ド
ン
の
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
で
は
、
英
国
臣
民
と
し
て
で
は
な
く
「
そ
の
他
」
（
9
ぎ
田
）
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。（
五
）
　
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
も
．
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
英
国
の
王
室
を
崇
め
る
立
憲
君
主
国
で
あ
る
こ
と
は
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
『
ア
ジ
ア
ウ
ィ
ー
ク
』
（
＞
。
。
ミ
§
罫
』
①
』
し
8
一
）
の
社
説
は
、
A
R
M
が
結
成
さ
れ
た
直
後
に
A
R
M
を
支
持
し
つ
つ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

が
は
や
く
新
国
際
秩
序
に
適
応
し
．
E
C
に
吸
収
さ
れ
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な
英
国
と
英
国
王
室
に
こ
だ
わ
る
と
い
う
愚
か
し
い
真
似
を
早
く
止
め
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
ら
示
す
た
め
、
薄
っ
ぺ
ら
に
な
っ
た
英
国
王
室
と
の
関
係
を
早
く
断
ち
切
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
主
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旨
の
こ
と
を
論
じ
て
い
た
が
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
の
通
り
で
あ
る
と
信
じ
る
．

　
（
六
）
　
A
R
M
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
共
和
国
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
英
国
王
室
と
強
い
関
連
を
持
つ
英
連
邦
（
O
。
旨
目
8
≦
8
一
些
9
Z
毘
。
霧
）

　
か
ら
脱
退
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
．
共
和
国
支
持
老
達
は
、
常
に
過
去
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
伝
統
や
英
国
、
英
国
王
室
と
の
つ
な
が
り
を
否
定

　
す
る
者
で
あ
る
と
、
立
憲
君
主
制
支
持
者
か
ら
批
判
さ
れ
る
が
全
く
そ
れ
は
誤
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
で
き
あ
が
っ
た
の
は
．

　
全
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
立
憲
君
主
国
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
の
主
張
に
は
賛
成
で
き
な
い
．
む
し
ろ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
発
展
は
国
民
の
労
力
と
才

　
能
の
結
果
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
む
し
ろ
自
分
達
の
努
力
こ
そ
誇
り
に
思
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
英
国
国
王
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
王
と
し

　
て
維
持
す
る
と
い
っ
た
姑
息
な
手
段
を
取
ら
ず
と
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
維
持
で
き
る
と
信
じ
た
い
。

　
（
七
）
　
立
憲
君
主
制
支
持
者
は
、
英
国
王
室
が
去
る
と
と
も
に
立
憲
君
主
制
が
な
く
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
制
度
の
正
当
性
が
失
わ
れ
、
社

　
会
は
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
う
と
論
じ
る
者
が
い
る
が
、
現
在
の
社
会
制
度
の
正
当
性
の
源
泉
を
一
九
、
○
O
O
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
英
国
王
室

　
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
な
ど
な
い
。
自
分
達
の
制
度
を
信
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
（
八
）
　
子
供
が
大
人
に
成
長
し
て
い
け
ば
、
家
庭
か
ら
離
れ
て
独
立
し
、
自
分
独
自
の
道
を
歩
む
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
．
と
同
時
に
自

　
分
を
育
て
て
く
れ
た
家
族
に
対
し
て
敬
愛
と
尊
敬
、
そ
し
て
感
謝
の
念
を
長
年
に
わ
た
っ
て
抱
く
の
も
当
然
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
英
国
王
室
と
の
象
徴

　
的
関
係
を
断
ち
切
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
英
国
や
英
国
王
室
と
の
親
戚
感
情
を
捨
て
て
敵
対
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
共
和
国
に
な
っ
た

　
と
し
て
も
、
英
国
と
の
関
係
が
断
ち
切
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
英
国
も
喜
ん
で
そ
う
し
た
状
況
を
受
け
入
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
九
）
　
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
の
国
民
は
逆
境
に
も
強
く
、
か
つ
独
自
に
試
練
に
耐
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
英
国
が
E
C
統
合
に
運
命
を
か
け
て
い

　
る
こ
と
を
素
直
に
認
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
独
自
の
道
を
歩
む
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
A
R
M
指
導
者
の
一
人
で
あ
る
作
家
ケ
ニ
ア
リ
ー
の
ま
と
め
た
共
和
国
支
持
の
理
由
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
か
ら
す
れ
ば
、

共
和
国
支
持
者
が
新
国
旗
支
持
者
で
あ
る
可
能
性
が
十
分
高
い
こ
と
は
推
定
し
得
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ハ
ワ
ー
ド
野
党
連
合
影
の
大
臣

の
立
憲
君
主
制
支
持
の
議
論
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
（
』
器
讐
§
§
」
。
』
し
8
N
）
。

　
（
一
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
、
共
和
国
主
義
者
の
い
う
ほ
ど
立
憲
君
主
国
を
嫌
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
彼
ら
の
意
見
を
支
持
し
て
い
る
わ
け

　
で
は
な
い
。
強
烈
な
立
憲
君
主
制
批
判
者
で
も
、
立
憲
君
主
制
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
、
社
会
、
政
治
構
造
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め

　
て
い
る
。
そ
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
現
状
に
多
く
の
国
民
は
満
足
し
て
お
り
．
立
憲
君
主
制
度
を
含
め
て
制
度
の
変
更
を
欲
し
て
い
な
い
し
、
共
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和
国
支
持
者
の
不
満
を
共
有
し
て
い
る
と
は
私
に
は
と
う
て
い
思
え
な
い
。
立
憲
君
主
制
が
社
会
の
結
合
剤
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
　
立
憲
君
主
制
は
選
挙
に
よ
り
大
統
領
を
選
ぶ
共
和
制
よ
り
も
利
点
を
も
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
長
い
間
英
国
に
お
い
て
は
立
憲
君
主
制
の
も
と
で

大
き
な
政
治
的
紛
争
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
長
期
的
に
安
定
し
た
政
治
構
造
を
維
持
し
て
き
た
。
米
国
、
フ
ラ
ソ
ス
の
共
和
国
の
歴
史
と
比
較
し
て

み
よ
。
そ
の
安
定
性
の
原
因
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
大
統
領
は
ど
う
し
て
も
党
派
的
な
偏
り
を
持
つ
人
物
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
、
象

徴
型
大
統
領
で
あ
っ
て
も
常
に
超
然
と
政
治
的
中
立
性
を
保
て
る
と
は
思
え
な
い
。
そ
の
結
果
、
政
治
的
に
も
不
安
定
に
な
る
。
ま
た
、
米
国
議
会
は

大
統
領
権
限
を
十
分
制
約
で
き
ず
、
政
府
予
算
の
拡
大
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
大
統
領
に
権
限
が
与
え
ら
れ
過
ぎ
て
い
る
と
同
時

に
、
大
統
領
自
身
が
党
派
的
に
行
動
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
、
国
家
元
首
が
中
立
的
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
が
、
超
党
派
的
な
財
政

支
出
抑
制
政
策
を
取
り
や
す
い
の
で
効
果
的
で
あ
る
。

（
三
）
　
共
和
国
支
持
老
は
、
立
憲
君
主
制
度
を
批
判
す
る
が
、
そ
れ
は
過
去
二
〇
〇
年
の
歴
史
が
間
違
っ
て
い
た
と
思
い
、
そ
れ
に
対
し
て
罪
の
意
識

を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
、
政
治
制
度
は
十
分
機
能
し
て
お
り
誇
り
得
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
は
間
違
っ
て
い
た
と
信
じ
込
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
罪
の
意
識
宣
伝
産
業
（
豊
導
帥
鼠
臣
一
曼
）
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
単
純
な
過
去
の
否
定
は
、
自
ら
の
伝
統
や
現
状
に
対
し
て
国
民
的
と
し
て
の
知
的
洗
練
と
国
民
的
自
己
確
信
に
欠
け
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。

（
四
）
　
共
和
国
支
持
者
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ア
ジ
ア
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
も
、
共
和
国
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て

い
る
。
こ
れ
こ
そ
卑
屈
性
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
本
当
の
国
際
関
係
は
互
い
の
文
化
や
歴
史
を
理
解
し
、
そ
の
違
い
を
納
得
し
た
上
に
築
か
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
相
手
諸
国
へ
の
卑
屈
的
な
態
度
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
、
貿
易
相
手
国
で
あ
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
関
心
を
買
う
た

め
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
制
度
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
は
、
英
国
へ
の
卑
屈
性
以
上
に
大
き
な
卑
屈
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
五
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
成
長
の
鈍
化
．
国
際
競
争
力
の
停
滞
を
立
憲
君
主
制
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
保
守
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
せ
い
で

あ
る
と
共
和
国
支
持
者
は
考
え
て
い
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
力
を
規
定
す
る
の
は
政
治
制
度
で
は
な
く
、
生
産
性
、
市
場
開
発
能
力
、
熟
練

等
の
経
済
的
な
力
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
政
治
制
度
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

（
六
）
　
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
貿
易
、
投
資
交
渉
を
す
る
際
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
立
憲
君
主
国
な
の
か
共
和
国
な
の
か
気

に
し
て
は
い
な
い
。
彼
ら
が
気
に
す
る
の
は
、
労
使
関
係
の
安
定
性
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ピ
ス
の
質
、
商
品
の
デ
リ
バ
リ
ー
の
正
確
さ
な
ど
で
あ
る
。
経

済
成
長
を
達
成
し
た
日
本
や
韓
国
が
，
い
ち
い
ち
貿
易
相
手
国
の
政
治
制
度
そ
の
も
の
を
気
に
は
し
な
い
。

（
七
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
事
実
上
独
立
主
権
国
家
で
あ
る
。
実
際
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
カ
ー
テ
ィ
ン
首
相
は
．
チ
ャ
ー
チ
ル
の
意
に
反
し
て
オ
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ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
を
帰
国
さ
せ
た
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
一
九
四
二
年
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
i
条
例
の
批
准
と
一
九
八
六
年
の
オ
！
ス
ト
ラ
リ
ア
法

の
成
立
で
十
分
独
立
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
七
五
年
の
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
労
働
党
連
邦
首
相
の
解
任
事
件
を
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
非
独
立

性
の
証
拠
と
し
て
論
じ
る
者
が
い
る
が
．
あ
く
ま
で
も
首
相
解
雇
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
総
督
の
意
志
の
も
と
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
英
国
議

会
、
英
国
王
室
は
な
ん
ら
関
与
し
て
い
な
い
．
実
際
、
女
王
は
全
て
連
邦
総
督
の
判
断
に
従
え
と
述
べ
て
、
関
与
を
避
け
た
の
で
あ
る
．
共
和
国
に
移

行
し
な
い
と
独
立
国
家
で
は
な
い
と
い
う
意
見
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
．

（
八
）
　
共
和
国
支
持
者
の
な
か
に
は
．
既
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
英
語
系
住
民
だ
け
の
社
会
で
は
な
く
、
多
文
化
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
英
国
王

室
と
の
絆
は
弱
く
な
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
者
が
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
人
口
の
七
三
％
は
英
国
系
移
民
、
子
孫
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
同
時

に
、
移
民
や
難
民
の
全
て
が
反
立
憲
君
主
制
で
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
．
移
民
、
難
民
の
多
く
は
英
国
の
伝
統
に
基
づ
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
立
憲
君

主
制
の
も
つ
政
治
的
、
社
会
的
安
定
性
を
求
め
て
き
た
の
で
あ
り
、
英
国
王
室
を
尊
敬
す
る
老
も
多
い
。

（
九
）
　
確
か
に
英
国
は
E
C
に
深
く
統
合
さ
れ
て
行
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
経
済
的
、
政
治
的
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
統
合
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
．

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的
、
言
語
的
、
文
化
的
な
英
国
と
の
絆
は
依
然
と
し
て
強
い
。
こ
う
し
た
絆
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
と
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
と
の
経
済
、
政
治
的
関
係
の
強
化
と
の
間
に
矛
盾
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

（
一
〇
）
今
回
の
共
和
国
論
争
は
、
現
在
の
経
済
不
況
に
多
く
を
依
存
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
の
悪
さ
に
対
す
る
欲
求
不
満
か
ら
．
な
ん
で
も

よ
い
か
ら
現
在
の
制
度
を
変
え
る
べ
ぎ
だ
と
す
る
自
暴
自
棄
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
な
ん
で
も
か
ん
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
も
の
は

悪
い
と
い
っ
た
議
論
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
の
立
て
直
し
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
考
え
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
未
来
の

子
孫
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
．
現
状
の
政
治
制
度
は
十
分
わ
れ
わ
れ
に
対
し
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
全
く
変
更
の
余
地
は
な
い
。
そ
し
て
、

英
国
起
源
の
立
憲
君
主
制
は
わ
れ
わ
れ
の
政
治
制
度
の
重
要
な
一
部
分
な
の
で
あ
る
。

　
前
節
と
本
節
に
わ
た
っ
て
新
国
旗
、
共
和
国
論
争
に
関
し
て
代
表
的
な
論
客
に
よ
る
議
論
の
一
端
を
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
支
持

者
も
反
対
者
も
深
い
国
民
的
愛
着
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
全
面
に
だ
し
て
議
論
し
、
自
分
達
こ
そ
真
の
愛
国
者
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
も
オ
！
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
制
度
、
政
治
制
度
、
価
値
・
規
範
を
臆
面
も
な
く
賞
賛
し
て
い
る
．

要
す
る
に
愛
国
心
は
同
じ
で
も
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
国
家
像
に
隔
た
り
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
、
共
和
国
支
持
者
の
な
か
に
は
、
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経
済
、
労
働
面
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
ア
ジ
ア
経
済
の
成
長
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
生
産
、
労
働
、
流
通
、

研
究
の
各
側
面
で
の
制
度
的
、
意
識
的
改
革
を
進
め
る
た
め
に
、
進
ん
で
伝
統
的
意
識
の
改
革
を
主
張
す
る
者
が
多
い
（
℃
①
§
菊
＆
霧
8
一

＞
男
劉
9
ω
」
8
N
）
。
概
し
て
、
共
和
国
支
持
者
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
面
で
の
問
題
点
と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
経
済
の
発
展
を
強
調
す

る
が
、
反
対
論
者
は
、
日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア
諸
国
に
は
見
ら
れ
な
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
民
主
主
義
的
な
政
治
制
度
．
社
会
制
度
、
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

族
制
度
を
強
調
す
る
傾
向
が
あ
る
（
曽
ぎ
審
『
亀
図
ふ
導
畠
鐸
ω
」
。
旨
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ど
ち
ら
の
争
点
に
関
し
て
も
、
ま
た
、
賛
成
に
し
ろ
反
対
の
意
見
に
し
ろ
．
正
直
い
っ
て
相
当
に
感
情
的
で
な
お
か

つ
統
計
的
な
証
拠
に
も
よ
ら
ず
強
引
な
議
論
が
目
立
ち
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
知
識
人
、
政
治
家
の
知
的
レ
ベ
ル
を

疑
い
た
く
な
る
よ
う
な
発
言
も
見
ら
れ
る
。
と
く
に
こ
の
傾
向
は
．
社
会
問
題
．
政
治
制
度
上
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
伝
統
や
社
会
、
政
治
制
度
を
過
度
に
理
想
化
し
よ
う
と
す
る
反
対
論
者
に
見
ら
れ
る
が
、
新
国
旗
問
題
支
持

者
の
場
合
も
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
を
含
め
て
、
カ
ナ
ダ
が
ケ
ベ
ヅ
ク
問
題
を
中
心
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
問
題
を
抱
え
て
連
邦
制
が
動
揺
し
て
い

る
こ
と
は
オ
；
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
広
く
し
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
（
匹
暮
§
ぼ
這
8
）
、
そ
の
こ
と
に
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
今
こ
こ
で
こ
う
し
た
議
論
に
深
入
り
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
現
在
こ
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
明
示

す
る
だ
け
に
留
め
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
論
争
か
ら
な
に
が
い
え
る
の
か
少
し
考
え
て
み
よ
う
。

　
一
言
で
以
上
の
論
争
を
ま
と
め
る
と
す
れ
ば
、
政
治
的
に
ま
た
経
済
的
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
事

実
を
前
に
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
英
国
的
文
化
、
社
会
制
度
、
政
治
制
度
に
根
ざ
し
た
、
英
国
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
国
民
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
今
後
も
維
持
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
放
棄
す
る
の
か
と
い
っ
た
重
大
な
決
断
の
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
は
短
期
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
、
政
治
制
度
や
文
化
体
系
を
一
八
○
度
変
更
す
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
反
対
者
の
な
か
に
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
未
だ
多
く
見
ら
れ
る
非
民
主
主
義
的
な
政
治
制
度
、

長
時
間
労
働
と
低
い
生
活
水
準
を
受
け
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
と
懸
念
す
る
者
が
い
る
が
（
影
目
8
冒
目
｝
頃
o
ミ
§
言
竃
霞
。
F
§
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一
。
8
）
、
そ
れ
は
あ
た
ら
な
い
。

　
確
か
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
経
済
関
係
の
強
化
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
保
護
貿
易
を
低
く
し
そ
の
結
果
国
際
的
経
済
競
争
を
強
め
る

の
で
、
従
来
の
の
ん
び
り
し
た
オ
ー
ジ
ー
ラ
イ
フ
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
し
た
り
、
労
働
時
間
の
多
少
の
延
長
、
実
質
生
活
水
準
の
伸
び
の

低
下
を
あ
る
程
度
受
け
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
と
て
ア
ジ
ア
の
低
水
準
に
合
わ
せ
る
と
い
う
議
論
で
は
な
い
。

ア
ジ
ア
経
済
と
の
関
係
強
化
は
長
期
的
に
経
済
的
利
益
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
3
簿
器
σ
這
緯
）
。
実
際
に
は
、
現
在
の

政
治
制
度
の
内
の
一
部
を
手
直
し
す
る
だ
け
で
あ
る
し
、
た
か
だ
か
国
旗
の
変
更
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
、
人
々
の
国
民
的
感
情
に
触
れ
や

す
い
問
題
な
の
で
大
論
争
に
な
り
や
す
く
、
そ
し
て
今
見
て
き
た
よ
う
に
、
議
論
も
論
証
を
欠
い
た
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
も
の
に
な
り
や
す

い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
側
面
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
あ
え
て
賛
否
両
論
の
長
文
の
引
用
を
行
っ
た
の
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
論
争
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
制
度
や
文
化
体
系
が
す
ぐ
変
わ
る
わ
け
で
も
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
れ

を
無
意
味
な
も
の
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
評
醇
寄
①
年
＞
困
』
。
』
」
8
N
）
。
だ
が
、
今
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国

民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
動
向
は
、
国
民
意
識
を
規
定
し
、
長
期
的
に
見
れ
ば
社
会
、
政
治
、
文
化
の
各
諸
制
度
な
ら
び
に
個
々
の
国

民
の
意
識
・
態
度
、
言
動
を
大
き
く
変
え
て
い
く
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
社
会
学
的
な
観
点
か
ら
軽
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

ま
さ
に
こ
れ
は
、
日
本
が
単
な
る
経
済
大
国
か
ら
脱
却
し
、
経
済
力
に
見
合
っ
た
政
治
大
国
と
し
て
世
界
的
な
貢
献
を
す
る
よ
う
に
、
従

来
と
は
異
な
っ
た
国
際
的
役
割
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
を
ど
の
よ
う
な
国
家
と
し
て
世
界
に
提
示
し
、
か
つ
国
家
イ
メ
ー

ジ
を
ど
の
よ
う
に
形
成
す
べ
き
な
の
か
決
断
が
迫
ら
れ
て
い
る
状
況
と
よ
く
似
て
い
る
．

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
国
家
と
し
て
生
き
残
る
の
か
と
い
う
問
題
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
他
方
で
、
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
国
民
国
家
の
動
揺
と
か
崩
壊
と
い
っ
た
現
象
が
生
じ
て
い
る
わ
け
で
、
旧
来
の

よ
う
な
固
定
的
で
静
態
的
な
世
界
、
国
民
国
家
を
前
提
と
し
て
国
家
イ
メ
ー
ジ
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探
る
こ
と
は
、
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
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（表4）　オーストラリアの国民的イメージのモデル

脱離邦
　
＋

連英共和国

十
十

　　　　　　　　　　　アジア・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新国旗
　　　　　　　　　　　太平洋国家化

非英国的オーストラリア　　　＋　　　　　十

英国的オーストラリア
（英国系豪州）　（現国旗）　（立憲君主制）　（英連邦残留）

　　　　　　　　　　　　　　　　（＋＝支持，一＝反対）

ナ
リ
ズ
ム
を
助
長
す
る
と
い
う
警
戒
論
も
あ
る
が
（
評
§
ぎ
匡
塁
β
＞
閂
国
』
O
る
」
。
旨
）
、
と

も
か
く
も
、
英
国
的
伝
統
を
捨
て
な
け
れ
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
に
で

き
な
い
と
す
る
共
和
国
派
（
共
和
開
国
派
）
と
、
英
国
的
伝
統
を
残
し
た
ま
ま
で
も
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
国
家
化
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
立
憲
君
主
派
（
尊
王
開
国
派
）
に
別
れ
て
の
議
論
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
む
ろ
ん
．
実
際
に
は
新
国
旗
問
題
．
共
和
国
問
題
．
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
．

ま
た
本
稿
で
は
十
分
扱
わ
な
か
っ
た
が
英
連
邦
離
脱
・
残
留
問
題
は
し
ば
し
ば
一
緒
く
た
に
論

じ
ら
れ
混
乱
し
や
す
い
が
、
本
来
的
に
は
個
々
別
々
の
も
の
で
あ
り
．
人
々
の
対
応
も
複
雑
に

な
ろ
う
（
♀
農
幹
＆
富
7
卜
§
ミ
§
§
」
℃
ω
」
O
旨
）
。

　
例
え
ば
、
新
国
旗
を
主
張
す
る
カ
ー
ビ
ー
議
長
は
、
新
国
旗
問
題
と
共
和
国
問
題
を
別
個
に

論
じ
、
新
国
旗
支
持
者
が
自
動
的
に
共
和
国
支
持
者
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
ケ

ニ
ア
リ
ー
の
よ
う
に
新
国
旗
と
共
和
国
化
を
一
緒
く
た
に
支
持
し
て
い
る
者
も
い
る
。
さ
ら
に
．

ケ
ニ
ア
リ
ー
の
場
合
は
共
和
国
制
を
支
持
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
英
連
邦
か
ら
の
離
脱
を
叫
ぶ

わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
共
和
国
大
統
領
の
権
限
や
議
会
を
始
め
と
す
る
政
治
制
度
に
対
す
る

コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
固
ま
っ
て
は
い
な
い
。
他
方
、
立
憲
君
主
派
に
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家

化
そ
の
も
の
を
否
定
し
白
豪
主
義
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
支
持
す
る
者
も
い
れ
ば
、
E
C
へ
の
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

盟
や
米
国
と
の
自
由
貿
易
協
定
を
叫
ぶ
者
も
い
る
。
か
と
思
え
ば
、
多
文
化
社
会
化
と
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
国
家
化
を
冷
静
に
受
け
入
れ
る
者
も
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
論
争
に
介
入
し
た
フ

レ
イ
ザ
ー
元
首
相
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
を
十
分
認
識
し
て
い
た

し
、
多
文
化
主
義
の
積
極
的
な
支
持
者
だ
が
、
立
憲
君
主
制
お
よ
び
現
国
旗
に
対
し
て
愛
着
を
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示
し
て
い
る
（
』
盛
養
§
毬
し
O
る
し
。
8
）
。
こ
う
し
た
立
場
の
保
守
派
も
多
い
は
ず
で
あ
る
。

　
表
四
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
非
英
国
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
共
和
国
、
新
国
旗
、
英
連
邦
離
脱
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国

家
化
を
支
持
す
る
者
か
ら
、
全
く
英
国
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
存
続
を
維
持
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
い
う

現
状
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
者
を
想
定
で
き
る
と
す
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
個
々
の
立
場
は
そ
の
両
極
端
の
中
間
に
位
置
す
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
細
か
く
考
え
て
も
煩
項
に
な
る
だ
け
で
あ
る
の
で
、
次
節
に
お
い
て
は
、
全
体
的
に
は
新
国
旗
問
題
、

共
和
国
問
題
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
態
度
を
大
ま
か
に
分
類
し
た
上
で
行
わ
れ
た
最
近
の
世
論
調
査
を
利
用
し
て
、
議
論
の
動

向
を
探
り
た
い
。

六
　
世
論
調
査
に
見
る
共
和
国
論
争
と
二
〇
〇
一
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

2001年のオーストラリア

　
世
論
調
査
か
ら
一
体
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
判
明
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
、
一
九
八
○
年
代
の
後
半
か
ら
九

〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世
女
王
お
よ
び
英
国
王
室
に
対
す
る
関
心
は
急
速
に
薄
れ
始
め
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
共
和
国
へ
の
動
き
を
支
持
し
て
い
る
者
が
増
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
数
は
一
九
九
二
年
現
在
で
は
未
だ
過
半
数
に
達

し
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
今
後
、
共
和
国
運
動
が
展
開
し
て
盛
ん
に
な
り
、
か
つ
持
続
さ
れ
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
二
〇
〇
一
年

ま
で
に
は
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
に
よ
り
共
和
国
へ
の
移
行
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
キ
ャ

ン
ベ
ラ
に
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
社
会
科
学
研
究
学
科
が
実
施
し
た
全
国
社
会
科
学
調
査
（
Z
畳
8
巴
望
。
三
〇Q
。
善
8
警
署
Φ
質

Z
ω
ω
ω
）
の
共
和
国
問
題
に
関
す
る
調
査
か
ら
見
て
み
た
い
（
Z
ω
器
一
8
一
も
」
o
”
区
マ
8
）
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
（
一
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
す
る
女
王
の
重
要
性
、
（
二
）
共
和
国
か
立
憲
君
主
制
か
の
選
択
に
関
す
る
二
つ
の
質

間
を
設
定
し
て
い
る
．
N
S
S
S
調
査
は
、
一
九
八
四
／
八
五
会
計
年
度
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
時
系
列
的
に
四
回
調
査
し
て
い
る
が
，
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（表5）全国社会科学調査（NSSS）による共和国問題調査

女王および英国王室の重要性にっいて（％）

　　　　　　　　　　　1984／1985　1986／1987　1987／19881990＊

大変重要　　　　　　　　16　　　　20　　　　18　　　17

やや重要　　　　　　　　29　　　　28　　　　25　　　28

それ程重要ではない　　　31　　　　32　　　　32　　　31

全く重要ではない　　　24　　　21　　　25　　　24
（被調査者：人）　　　　2979　　　1517　　　1646　　2488

立憲君主国と共和制にたいする支持率（％）

立憲君主制　　　　　　　59　　　　59　　　　59　　　58

　強く支持する　　　　　35　　　　32　　　　33　　　31

　やや支持する　　　　　24　　　　27　　　　26　　　27
共和国制　　　　　　　　　41　　　　　40　　　　　41　　　　41

　強く支持する　　　　　21　　　　20　　　　19　　　19

　やや支持する　　　　　20　　　　20　　　　22　　　22
（被調査者：人）　　　　2907　　　1512　　　1640　　2481

＊パネル調査

（Research　School　of　Social　Science，Australian　National　University，ム碗‘oηαJ　So吻Z

S‘伽66S聯例1～のoガ，2（6），1991，P．20）．

そ
の
結
果
は
表
五
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
女

王
の
重
要
度
に
対
し
て
過
半
数
の
者
が
否
定
的
な
回
答
を
し
て
い

る
が
（
五
三
～
五
七
％
）
、
立
憲
君
主
制
度
の
維
持
に
つ
い
て
は
過

半
数
の
も
の
が
支
持
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
五
八
～
五
九

％
）
。
し
か
し
、
　
一
九
八
四
年
か
ら
の
調
査
で
は
、
ほ
と
ん
ど
調

査
結
果
に
大
き
な
変
動
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
N
S
S
S
で
は
、

エ
イ
ト
キ
ン
（
U
8
転
爵
ε
に
よ
る
一
九
六
七
年
と
七
九
年
の
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
国
政
治
的
態
度
調
査
（
＞
臣
ξ
＆
導
2
豊
。
召
一

℃
＆
浮
巴
馨
葺
＆
①
累
ξ
奉
器
）
の
デ
ー
タ
ー
と
付
き
合
わ
せ
て
歴

史
的
な
動
き
を
見
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
、
図
一
（
a
、
b
）
に
示

さ
れ
て
い
る
。
共
和
国
問
題
に
関
し
て
は
六
九
年
調
査
に
質
問
が

な
い
の
で
は
っ
ぎ
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
九
七
〇
年

代
後
半
か
ら
八
○
年
代
に
入
っ
て
女
王
、
立
憲
君
主
制
に
対
す
る

支
持
が
か
な
り
減
少
し
た
と
推
定
で
き
る
。

　
歴
史
的
な
動
き
は
、
モ
ー
ガ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
（
言
。
夷
導

O
毘
唇
ぎ
ε
の
時
系
列
的
な
調
査
か
ら
も
判
明
す
る
。
そ
の
結

果
は
表
六
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
五
三
年
六
月
調
査
か
ら
一

九
九
一
年
六
月
調
査
ま
で
の
約
四
〇
年
の
間
に
立
憲
君
主
制
支
持

者
は
七
七
％
か
ら
五
六
％
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
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（表6）モーガン・ギャラッブ世論調査による共和国問題調査（濁

共和国・立憲君主制選択に関する比率（％）

　　　　　　　　1953年　1975年　1981年　1984年　1988年　1991年

　　　　　　　　　6月　　12月　　8月　　1月　　7月　　7月

共和国支持　　　　　77　　61　　59　　62　　64　　56
立憲君主制支持　　　15　　28　　28　　30　　29　　36
未決定　　　　　　　　8　　11　　13　　　8　　　7　　　8

政党支持別　 全体　労働党支持者保守連合支持者
支持率（％）

　　　　　　　　1981年　1991年　1981年　1991年　1981年　1991年

　　　　　　　　　8月　　7月　　8月　　7月　　8月　　7月
立憲君主制は
　　　　　　　　　　59　　　　　21　　　　　47　　　　　44　　　　　77　　　　　70
重要である（合計）

大変重要である　　　25　　26　　16　　15　　39　　34
やや重要である　　　24　　　9　　21　　22　　28　　　8

重要ではない　　　　10　　56　　10　　　7　　10　　70
共和国になる
　　　　　　＿　　　　　　28　　　　　　9　　　　　39　　　　　47　　　　　13　　　　　　23
べきである（合計）

大変重要である　　　　8　　17　　13　　16　　　2　　　4

やや重要である　　　13　　10　　18　　20　　　7　　12
重要ではない　　　　7　　36　　　8　　11　　　4　　　7

未決定　　　　　　　13　　　8　　14　　47　　10　　23

注：1991年7月調査は，全国14歳以上1，235名を対象に面接調査によって実施された．実

　　施期間は，7月6日から7日である（B腐〃ε’∫η，luly30，1991）．

て
共
和
国
支
持
者
は
一
五
％
か
ら
三
六
％
へ
と
二

倍
以
上
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
N
S

S
S
調
査
と
同
様
に
共
和
国
支
持
者
が
過
半
数
を

越
え
て
い
な
い
。
N
S
S
S
調
査
よ
り
二
〇
〇
一

年
ま
で
の
共
和
国
化
は
悲
観
的
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
五
三
年
と
七
五
年

の
間
の
変
化
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ

は
多
分
一
九
七
五
年
の
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
労
働
党
首

相
解
任
事
件
の
後
、
共
和
国
論
争
が
し
ば
ら
く
続

い
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
共
和
国
支
持
者

が
増
加
し
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
．
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
首
相
解
任
事
件
の
記

憶
が
薄
れ
始
め
た
八
○
年
代
に
は
共
和
国
支
持
の

増
加
率
が
停
滞
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

九
〇
年
代
に
入
り
労
働
党
の
共
和
国
化
へ
の
動
き

が
明
確
に
な
る
と
増
加
率
が
や
や
高
ま
っ
た
と
い

え
よ
う
．
他
方
で
、
八
○
年
代
の
半
ば
に
立
憲
君

主
制
へ
の
支
持
が
増
え
て
い
る
が
、
こ
れ
が
一
九

八
八
年
ま
で
に
新
し
い
国
旗
を
持
と
う
と
し
て
組
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（表7a）　ニュースポール調査による共和国問題調査（1991年6月調査）（注）

強く支持する

やや支持する

　支持合計

やや反対する

強く反対する

　反対合計

わからない

1987／10　　　　　　労働党
　　　　全体
全　体　　　　支持者

　　　　　20　　29

　　　　　14　　16

　21　　　34　　45

　　　　　14　　17

　　　　　38　　22

　64　　　52　　39

　15　　　14　　16

保守連合
支持者

　13
　10
　23
　16
　51
　67
　10

　　　　　教育期間
14年未満　15－16年

　15　　　　21

　13　　　　14

　28　　　　35

　12　　　　14

　47　　　　35

　59　　　　49

　13　　　　16

17年以上

　25
　16
　41
　17
　29
　46
　13

注：1991年6月調査は，6月28日から30日にかけて，電話聞き取り方法を利用して行われた．対象人員は全

　国有権者1，200名である（143‘5加漉η，5，7，1991）．

（表7b）　ニュースポール調査による共和国問題調査（1992年2／3月調査）（注）

強く支持する

やや支持する

　支持合計

やや反対する

強く反対する

　反対合計

わからない

全　体

7
7
4
6
4
0
凌
U

2
1
4
1
2
4
¶
⊥

労働党
支持者

　46

　20

　66

　8

　12

　20

　14

保守連合
支持者

　12
　15
　27
　25
　34
　59
　14

男性女性50歳未満50歳以上

4
7
1
4
9
3
瓜
U

り
D
『
⊥
F
D
1
1
3
1

－
久
U
ワ
‘
Q
ヴ
8
7
£
U

6
乙
1
3
1
6
乙
4
¶
↓

1
⊥
ワ
f
8
7
7
4
8

り
D
1
4
1
1
り
Q
l

0
【
」
5
2
U
7
3
2

り
乙
て
⊥
3
¶
⊥
3
5
1

注：1992年2／3月調査は，2月28日から3月1日にかけて，電話聞き取り方法を利用して行われた．対象

　人員は全国有権者1，200名である（A欝’解」加，5，7，1991）．
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（表8）　ソールウィック・ヘラルド世論調査による共和国問題（注）

立憲君主国と女王を維持すべきである

全体　シドニー　メルボルン　女性　男性　　　　年　齢　　　　　　　出生地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18－24歳　55歳以上豪・NZ英国　他
　45　　　　　44　　　　　　　　47　　　　　　51　　　40　　　　　38　　　　　　　69　　　　　　46　　　　65　　　35

共和国となって英連邦に所属すべきである
　30　　　　　33　　　　　　　　27　　　　　　27　　　　33　　　　　26　　　　　　　18　　　　　　32　　　　　19　　　27

共和国となって英連邦から離脱すべきである

　22　　　　　22　　　　　　　　22　　　　　　19　　　25　　　　　32　　　　　　　12　　　　　　20　　　　14　　　34

注：1991年6月25日実施．シドニー，メルボルンの有権者600名を対象とした，電話による聞き取り調査

　　（嗣η砂〃07nfng飽磁1，28，6，1991）．

織
化
さ
れ
た
オ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
の
失
敗
の
原
因
と
な
っ
た
思
わ
れ
る
。
こ
の
動
き
は
一
九
八

八
年
が
建
国
二
〇
〇
年
記
念
の
年
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
建
国
二
〇

〇
年
を
記
念
し
て
女
王
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
夫
妻
を
は
じ
め
英
国
王
室
の
メ
ン
パ
ー
が
数

多
く
来
豪
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
新
国
旗
制
定
や
共
和
国
運
動
へ
の
動
き

が
停
止
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
、
再
び
共
和
国
支
持
が
増
え
始
め
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ル
（
乞
薯
ε
＆
）
社
に
よ
る
共
和
国
問
題
調
査
は
、
本
稿
で
取

り
上
げ
た
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
に
よ
る
新
国
旗
、
独
立
国
家
論
争
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
て
い

る
の
で
興
味
深
い
。
同
結
果
は
表
七
（
a
、
b
）
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
八
七
年
一
〇
月

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ル
調
査
と
の
比
較
で
み
た
一
九
九
一
年
六
月
そ
し
て
一
九
九
二
年
二
～
三

月
の
調
査
で
は
、
共
和
国
支
持
は
五
年
間
に
倍
増
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
強

く
支
持
す
る
者
と
や
や
支
持
す
る
者
と
を
加
え
た
共
和
国
化
支
持
者
は
、
一
九
八
七
年
一
〇

月
の
一
二
％
か
ら
一
九
九
二
年
二
～
三
月
の
四
四
％
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
し
か
し
、

こ
の
調
査
で
も
明
ら
か
な
こ
と
は
、
共
和
国
支
持
者
は
過
半
数
に
達
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
九
八
七
～
八
年
は
共
和
国
支
持
者
の
増
加
が
停
滞
し
た
時
期
な
の

で
、
そ
れ
を
基
礎
に
最
近
の
増
加
率
を
見
る
と
共
和
国
支
持
者
の
増
加
率
を
過
大
評
価
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
の
共
和
国
支
持
者
の
増
加
に
は
注
目
で

き
る
。
N
S
S
S
、
モ
ー
ガ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ル
調
査
に
ょ
る

と
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
で
は
共
和
国
支
持
者
が
過
半
数
に
達
し
て
い
な
い
が
、
共
和
国
運
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動
が
衰
え
る
こ
と
な
く
続
け
ば
二
〇
〇
一
年
ま
で
に
は
共
和
国
化
も
可
能
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
モ
ー
ガ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ル
調
査
で
は
、
政
党
支
持
者
別
，
男
女
別
等
の
分
析
結
果
も
あ
る
の
で

っ
い
で
に
概
観
し
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
労
働
党
支
持
者
が
共
和
国
支
持
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
モ
ー
ガ
ン
・
ギ
ャ
ラ

ッ
プ
調
査
で
は
、
同
支
持
者
の
う
ち
共
和
国
支
持
者
は
一
九
九
一
年
六
月
の
時
点
で
四
七
％
で
あ
り
、
野
党
連
合
支
持
者
で
共
和
国
支
持

者
の
二
三
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ル
調
査
で
は
、
労
働
党
支
持
者
で
共
和
国
支
持
者
の
も
の
は
、
一
九
九
二
年
二

～
三
月
の
調
査
で
六
六
％
．
野
党
連
合
支
持
者
で
共
和
国
支
持
者
は
二
七
％
で
あ
る
．
こ
こ
か
ら
、
ハ
ワ
ー
ド
や
ケ
ン
プ
及
び
そ
の
他
の

立
憲
君
主
制
支
持
者
の
主
張
、
す
な
わ
ち
、
国
民
は
も
ち
ろ
ん
労
働
党
支
持
者
の
大
多
数
も
立
憲
君
主
制
支
持
者
で
あ
る
と
の
主
張
は
誤

り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
国
民
の
過
半
数
が
共
和
国
化
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
も
の
も
い
い
過
ぎ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
。

　
ま
た
、
男
女
別
の
結
果
は
一
九
九
二
年
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ル
調
査
で
は
、
共
和
国
を
支
持
す
る
男
性
が
五
一
％
と
過
半
数
を
占
め
て
い

る
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
女
性
の
共
和
国
支
持
率
は
三
七
％
と
一
段
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
一

九
九
一
年
六
月
に
行
わ
れ
た
ソ
ー
ル
ゥ
ィ
ッ
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
調
査
（
留
三
註
舞
浮
這
傷
ぎ
ε
に
も
示
さ
れ
て
い
る
（
表
八
）
。
こ
の
調
査

は
、
ホ
バ
ー
ト
労
働
党
大
会
で
共
和
国
化
運
動
を
党
が
決
議
し
た
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
シ
ド
ニ
ー
と
メ
ル
ボ
ル
ン
を
調
査

対
象
地
域
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
男
性
の
共
和
国
支
持
者
は
五
八
％
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
女
性
の
支
持
者
は
四
六
％
に
留
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
、
他
の
全
国
調
査
に
比
べ
都
市
に
対
象
を
限
っ
た
た
め
地
方
の
保
守
的
な
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
全
般
的
に
共
和
国
支
持
者
の
比
率
が
高
く
、
さ
ら
に
都
市
女
性
の
共
和
国
支
持
も
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
男
女
差
は
は

っ
き
り
し
て
い
る
。
一
般
に
、
女
性
は
英
国
王
室
に
男
性
よ
り
も
強
い
感
情
的
絆
を
感
じ
や
す
い
か
ら
だ
と
調
査
で
は
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
ソ
ー
ル
ウ
ィ
ッ
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
調
査
か
ら
都
市
部
の
方
が
共
和
国
支
持
率
が
高
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
が
、
年
齢
的
に
見
る
と
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
一
九
九
二
年
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ル
調
査
で
は
五
〇
歳
未
満
と
以
上
と
に
分
け
た
結
果
が
で
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
五
〇
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歳
未
満
で
共
和
国
支
持
者
は
四
八
％
、
五
〇
歳
以
上
は
三
五
％
で
あ
る
。
年
齢
が
高
い
ほ
ど
英
国
王
室
へ
の
愛
着
が
高
い
の
は
当
然
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ソ
ー
ル
ウ
ィ
ッ
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
調
査
で
も
同
じ
で
あ
る
。
若
者
（
一
八
～
二
四
歳
）
の
共
和
国
支
持
者
は
五
八
％
で
あ
り
、

そ
れ
に
比
べ
高
齢
者
（
五
五
歳
以
上
）
の
共
和
国
支
持
者
は
三
〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
同
調
査
で
は
、
出
生
地
別
の
結
果
を
発
表
し
て
い
る
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
者
で
共
和
国
支
持
者
は
五
二
％
で
あ
る
が
、
英
国
生
ま
れ
の
者
で
共
和
国
支
持
者
は

三
三
％
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
国
で
生
ま
れ
た
者
は
六
三
％
が
共
和
国
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
非
英
国

系
移
民
の
な
か
に
も
立
憲
君
主
国
を
支
持
し
て
い
る
者
が
お
り
、
立
憲
君
主
制
支
持
派
の
主
張
は
正
し
い
が
、
や
は
り
過
半
数
が
共
和
国

を
望
ん
で
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

　
な
お
、
教
育
歴
と
の
関
係
を
見
る
と
、
一
九
九
一
年
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ル
調
査
は
、
教
育
の
高
い
者
の
方
が
共
和
国
支
持
者
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
ー
ル
ウ
ィ
ッ
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
調
査
で
は
、
メ
ル
ポ
ル
ン
の
方
が
保
守
的
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
点
を
み
る
と
、
シ
ド
ニ
ー
に
強
い
基
盤
を
お
く
労
働
党
が
共
和
国
支
持
派
で
、
メ
ル
ボ
ル
ン
に
強
い
基
盤
を
持
つ
自
由

党
と
地
方
に
基
盤
を
持
つ
国
民
党
が
立
憲
君
主
制
支
持
派
で
あ
る
背
景
が
明
ら
か
に
な
る
。
最
後
に
、
ソ
ー
ル
ゥ
ィ
ッ
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
調

査
か
ら
、
共
和
国
支
持
者
で
も
英
連
邦
と
の
関
係
に
つ
い
て
意
見
が
別
れ
て
い
る
こ
と
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
体
的
に
見
る
と
、
共

和
国
で
英
連
邦
残
留
を
希
望
す
る
者
が
多
い
（
若
者
と
非
英
国
出
身
老
の
み
が
英
連
邦
離
脱
を
強
く
望
ん
で
い
る
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
既
に
述

べ
た
よ
う
に
共
和
国
間
題
、
英
連
邦
所
属
間
題
は
別
問
題
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
調
査
か
ら
確

定
的
な
こ
と
が
い
え
な
い
が
、
多
分
、
新
国
旗
問
題
、
共
和
国
問
題
、
英
連
邦
所
属
問
題
等
は
別
々
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
N
S
S
S
調
査
、
モ
ー
ガ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ル
調
査
、
ソ
ー
ル
ウ
ィ
ッ
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
調
査
を
簡
単
に
見
て
き

た
が
、
以
上
の
調
査
に
従
う
と
本
節
冒
頭
の
結
論
が
導
き
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
、
新
聞
、
一
般
雑
誌
に
紹
介
さ
れ
る
世
論
調

査
の
信
愚
性
に
つ
い
て
の
疑
念
が
常
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
た
め
に
、
先
の
結
論
も
完
全
と
は
い
え
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
の
大
ま
か

な
国
民
動
向
を
し
る
に
は
十
分
で
あ
る
（
O
。
9
這
。。
。

。
）
。
今
後
、
都
市
、
男
性
、
高
等
教
育
経
験
者
、
非
英
語
系
移
民
、
難
民
そ
し
て
労
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働
党
支
持
者
を
中
心
に
共
和
国
支
持
者
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
．
労
働
党
、
共
和
国
運
動
団
体
、
新
国
旗
制
定
運
動
団
体
は
、

こ
う
し
た
人
々
を
中
心
に
支
持
を
固
め
、
徐
々
に
支
持
の
輪
を
広
げ
て
い
く
努
力
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
は
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
共
和
国
化
は
決
し
て
悲
観
的
に
考
え
る
必
要
は
な
い
が
、
現
時
点
で
は
共
和
国
支
持
派
に
よ
る
熱
心
で
説
得
的
な
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
な
け
れ
ば
、
共
和
国
の
誕
生
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

七
　
二
〇
〇
一
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
共
和
国
論
争

2001年のオーストラリア

　
一
九
九
二
年
初
頭
に
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
連
邦
労
働
党
首
相
に
よ
っ
て
引
ぎ
起
こ
さ
れ
た
オ
1
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
国
旗
お
よ
び
独
立
国
家
、

共
和
国
・
立
憲
君
主
国
論
争
の
背
景
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
論
争
そ
の
も
の
の
概
要
に
つ
い
て
み
た
後
、
新
国
旗
問
題
お
よ
び
共
和
国
論
争
に

関
す
る
代
表
的
論
者
の
賛
成
論
、
反
対
論
を
見
て
き
た
。
そ
し
て
、
最
近
行
わ
れ
た
世
論
調
査
を
利
用
し
て
、
以
上
の
問
題
に
対
す
る
国

民
世
論
の
動
向
に
つ
い
て
も
見
て
き
た
。
そ
の
結
論
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
．
論
争
に
対
す
る
筆
者
の
懸
念
を
提
示
し
つ
つ
、
最
後
に
二

〇
〇
一
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
っ
い
て
推
測
し
た
い
。
ま
ず
、
一
九
九
二
年
の
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
論
争
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

（
一
）
　
今
回
の
論
争
は
、
今
ま
で
の
論
争
と
異
な
り
党
派
的
で
意
図
的
な
政
治
論
争
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
．
従
来
は
、
一
九
七
五
年

　
の
首
相
罷
免
事
件
の
よ
う
に
な
ん
ら
か
の
切
っ
掛
け
が
必
要
で
あ
っ
た
。
今
回
は
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
に
よ
る
野
党
攻
撃
の
争
点
と

　
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
一
二
回
目
の
女
王
訪
問
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
が
そ

　
れ
を
う
ま
く
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
政
治
的
な
得
点
競
争
に
利
用
さ
れ
る
ほ
ど
に
新
国
旗
、
共
和
国
論
争
が
政
治

　
化
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
新
国
旗
、
共
和
国
支
持
者
が
増
え
．
支
持
者
側
の
政
治
家
に
と
っ
て
も
票
に
つ
な
が
り
や
す
い

　
争
点
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
（
一
九
九
一
年
六
月
の
労
働
党
の
共
和
国
決
議
は
論
争
の
政
治
的
性
格
を
決
定
づ
け
た
の
で
、
今
後
こ
う
し
た
党
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派
的
論
争
の
傾
向
は
強
ま
ろ
う
）
。

（
二
）
　
相
変
わ
ら
ず
議
論
の
内
容
は
移
民
論
争
、
多
文
化
主
義
論
争
な
ど
と
同
様
に
、
感
情
的
な
議
論
が
多
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ

　
ま
で
も
し
ば
し
ぽ
、
印
象
的
な
判
断
で
水
掛
け
論
争
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
今
回
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
内
容
も
似
た
り
よ

　
っ
た
り
が
多
い
。

（
三
）
　
今
回
の
議
論
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
と
の
兼
ね
合
い
で
論
じ
ら
れ
る
要
素
が
強
く
な
っ
た
た
め
、

論
争
が
従
来
よ
り
現
実
味
を
帯
び
た
と
同
時
に
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
論
争
に
よ
っ
て
、
以
前
は
ほ
と
ん
ど
論

争
の
か
や
の
外
に
い
た
英
国
が
巻
き
込
ま
れ
た
た
め
国
際
的
な
論
争
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
た
だ
大
人
し
く
英

国
に
従
順
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
の
に
成
功
し
た
と
同
時
に
、
英
国
側
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
論
争

　
に
つ
い
て
理
解
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
今
ま
で
の
論
争
が
国
内
間
題
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
比
べ
、
こ
れ
は
注

　
目
す
べ
き
発
展
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）
　
今
回
の
論
争
は
、
一
九
九
一
年
一
二
月
の
E
C
首
脳
会
議
で
の
新
し
い
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
制
定
と
翌
年
一
月
の
調
印
直
後

　
の
論
争
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
印
に
よ
っ
て
本
格
化
し
た
E
C
統
合
へ
の
動
き
と
、
英
国
が
抵
抗
を
見
せ
な
が
ら
も
大
筋
で
は
統
合
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
歴
史
的
事
件
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
今
後
、
E
C
統
合
の
動
き
が
加
速
す
る
の
に
従
っ
て
、

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
国
旗
、
共
和
国
論
争
も
刺
激
さ
れ
論
争
は
高
ま
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
E
C
統
合
問
題
が
オ
！
ス

　
ト
ラ
リ
ア
に
も
大
き
な
影
響
を
文
化
、
政
治
、
社
会
的
な
分
野
に
お
い
て
も
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
五
）
世
論
調
査
の
動
向
を
見
て
み
る
と
，
徐
々
に
で
は
あ
る
が
新
国
旗
、
共
和
国
支
持
者
が
増
加
し
過
半
数
に
近
づ
き
始
め
た
こ
と
が

　
判
明
し
た
。
今
後
．
支
持
の
動
向
に
紆
余
曲
折
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
．
長
期
的
に
は
新
国
旗
，
共
和
国
支
持
者
が
増
え
て
い
く
こ

　
と
が
予
想
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
E
C
統
合
の
進
展
と
英
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
離
れ
の
一
層
の
展
開
と
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
間
題
と
の
双
方
に
強
い
関
連
を
持
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っ
た
今
回
の
論
争
は
、
一
九
七
五
年
以
降
の
主
要
な
論
争
が
憲
法
問
題
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
比
べ
、
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
よ

う
で
あ
る
．
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
を
中
核
と
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
共
和
国
論
争
を
見
て
い
る
と
、
日
本
が
ア
ジ
ア
人

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
米
社
会
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
努
力
し
て
ぎ
た
、
明
治
維
新
か
ら
今
日
ま
で
の
長
い
過
程

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
欧
州
人
で
あ
り
な
が
ら
ア
ジ
ア
社
会
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
と
努
力

し
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
日
本
は
、
欧
米
に
接
近
す
る
た
め
に
一
〇
〇
年
以
上
の
努
力
を
重
ね
て
い
る
が
、
未
だ
に
経
済

的
成
功
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
で
は
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
（
一
。
c
。
。
－
一
。
8
）
等
を
中
心
と
し
た
「
日
本
見
直
し
論
者
」
の
日
本
異
質
論
に
基
づ

く
日
本
叩
き
（
㍉
昌
導
げ
器
ま
轟
）
に
あ
っ
て
お
り
、
欧
米
と
の
調
和
と
独
自
性
の
矛
盾
に
未
だ
に
悩
ん
で
い
る
（
ナ
ー
ラ
シ
ソ
ハ
・
ム
ー
ル
テ

ィ
、
一
九
九
二
）
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
は
一
体
全
体
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
点
を
論
じ

る
前
に
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
論
争
に
限
ら
ず
、
新
国
旗
、
共
和
国
論
争
に
対
す
る
筆
者
の
懸
念
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
そ
れ
は
、
論
争
が
感
情
的
に
な
り
や
す
い
こ
と
、
党
派
的
政
治
論
争
の
性
格
が
強
い
こ
と
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
問
題
が
絡
ん
で

い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
の
日
本
の
近
代
化
努
力
と
は
異
な
り
、
新
し
い
変
更
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
伝
統
的

文
化
、
社
会
制
度
、
政
治
制
度
が
根
本
的
に
変
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
は
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
対
者
達
は
、

新
国
旗
、
共
和
国
支
持
者
が
あ
た
か
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
急
進
的
で
全
体
的
な
変
化
を
必
要
と
す
る
と
い
う
意
味
で
の
ア
ジ
ア
化

（
＞
。

。
陣
”
三
婁
巨
）
を
意
図
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
誤
解
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
関
連
す
る
（
政
治
家
の
場
合
に
は
意
図
的

に
誤
解
し
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
）
。
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
実
際
、
短
期
的
に
見
て
変
化
そ
の
も
の
は
大
き
く
は
な
い
。
共
和
国
派
の

主
張
は
急
進
的
な
ア
ジ
ア
化
で
も
な
い
。
日
本
の
政
治
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
や
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
見
ら
れ
る
権
威
主
義
体
制
を
移
入
し
ろ
と

い
っ
て
は
い
な
い
。
ま
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
独
立
国
家
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
運
命
が
今
後
、
大

き
く
こ
の
地
域
の
発
展
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
そ
の
こ
と
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
近
隣
諸
国
に
対
し
て
、
新
国
旗
制
定

と
共
和
国
化
に
よ
っ
て
示
せ
ば
ま
ず
そ
れ
で
足
り
る
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
頑
迷
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
対
し
て
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は
先
に
新
国
旗
の
制
定
、
共
和
国
化
を
実
現
さ
せ
て
か
ら
、
教
育
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
共
和
国
支
持
者
は
、
今
ま
で
の
伝
統
を
否
定
せ
よ
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
ろ
ん
な
か
に
は
ア
ジ
ア
と
う
ま
く

付
き
合
え
さ
え
す
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
な
に
も
か
も
う
ま
く
行
く
と
い
っ
て
急
進
的
な
改
革
を
論
じ
る
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
さ
に
、
か
つ
て
外
務
大
臣
時
代
に
ア
ジ
ア
化
を
論
じ
た
こ
と
で
有
名
な
ヘ
イ
ド
ン
連
邦
総
督
は
、
こ
う
し
た
意
見
を
「
黄
化
幻
想
」

（
属
＆
暑
男
導
一
琶
＄
）
と
名
付
け
て
警
告
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に
「
黄
禍
」
（
帰
亀
暑
霊
三
）
か
ら
黄
禍
幻
想
へ
の
動
き
と
い
う
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
（
』
§
噛
§
§
u
q
る
し
。
§
。
し
か
し
、
こ
れ
は
少
数
者
に
過
ぎ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
が
そ
こ
ま
で
要
求
す
る
と
も
思

え
な
い
。
た
だ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
と
も
す
れ
ば

怠
り
が
ち
な
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
対
す
る
関
心
を
強
化
す
る
努
力
を
意
識
的
に
進
め
よ
う
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
ま
さ
に
反
対
者
の
ハ
ワ
ー
ド
影
の
大
臣
が
い
み
じ
く
も
論
じ
て
い
た
よ
う
に
、
互
い
の
文
化
の
理
解
と
尊
重
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
経
済
的
に
積
極
的
に
進
出
し
な
い
の
は
、
バ
ト
ン
（
き
ぎ
閃
暮
一
8
）
労
働
党

産
業
技
術
商
業
省
大
臣
が
口
を
酸
っ
ば
く
し
て
何
度
も
繰
り
返
し
て
き
た
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
対
す
る
理
解
の
不
足
か
ら

で
あ
り
、
そ
う
し
た
欠
点
を
是
正
し
、
理
解
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
ま
た
、
そ
う
し
た
努
力
を
近
隣
諸
国
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に

多
少
制
度
を
い
じ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
反
対
者
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
新
国
旗
を
制
定
し
な
く
て
も
、
ま
た
立
憲
君
主
制

を
維
持
し
な
が
ら
も
そ
の
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
際
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
決
意
を
促
す
と
い
う
点
で
、
制
度
変
更
は

必
要
で
あ
る
と
共
和
国
支
持
者
は
い
う
の
で
あ
る
。
実
際
、
　
一
九
八
六
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
連
邦
政
府
、
州
政
府
に
よ
リ
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の
様
々
な
教
育
努
力
が
以
前
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
．
多
く
の
国
民
も
受
け
入
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
（
関
根
　
一
九
八
九
、
四
九
〇
i
一
頁
）
、
国
旗
、
元
首
問
題
を
本
気
で
考
え
る
よ
い
時
期
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
新
し
い
国
旗
の
制
定
と
象
徴
的
共
和
国
大
統
領
選
挙
の
導
入
だ
け
と
は
い
え
、
今
後
、
ア
ジ
ア
と
の
積
極
的
な
相
互
交
流
の
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過
程
の
な
か
か
ら
、
長
期
的
に
見
て
文
化
的
、
社
会
的
な
側
面
の
収
敏
が
あ
る
程
度
起
こ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
．
し
か
し
、

日
本
が
過
去
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
進
め
て
き
た
文
化
・
社
会
変
動
に
比
べ
れ
ば
、
新
し
い
国
旗
の
制
定
、
共
和
国
化
に
よ
る
文

化
・
社
会
変
動
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
英
国
的
伝
統
で
あ
る
民
主
主
義
的
な
政
治
、
社
会
制
度
は
そ
の
ま
ま
残
る
で
あ
ろ
う
し
、

英
語
が
公
用
語
の
地
位
を
占
め
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
現
実
の
日
常
生
活
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
英
国
と
の
政
治
、

経
済
そ
し
て
文
化
、
社
会
的
関
係
も
現
状
と
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
は
激
し
い
欧
化
政
策
を
取
り
な
が
ら
も
、
英
語
を
国
語
に
し

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し
、
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
他
方
、
こ
の
論
争
が
人
々
の
伝
統
へ
の
愛
着
や
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
も
あ
り
、
感
情
的
な
論

争
に
な
り
や
す
い
こ
と
も
十
分
理
解
で
き
る
．
ま
た
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
も
い
え
る
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

は
、
原
初
的
愛
着
を
感
じ
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
先
進
国
に
共
通
に
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
（
関
根
　
一
九
九
二
a
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ま
ま
感
情
的
論
争
を
無
制
限
に
続
行
す
る
と
、
英
国
へ
の
愛
着
か
ら
強
い
反

ア
ジ
ア
的
論
議
が
不
注
意
に
飛
び
で
て
ぎ
た
り
、
人
種
主
義
的
議
論
が
持
ち
込
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
論
争
が
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
生

み
だ
す
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
論
争
の
展
開
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
論
争
の
よ
う
に
、
今
後
、
こ
う
し

た
論
争
が
政
治
的
に
利
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
相
手
党
を
批
判
す
る
た
め
に
故
意
に
人
種
主
義
的
論
争
を
持
ち
込
む
と
い
う
可
能

性
が
大
き
く
な
り
や
す
い
。
こ
の
点
で
、
先
に
論
じ
た
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
野
党
批
判
の
た
め
の
移
民
論
争
が
悪
い
実
例
で
あ
る
。
こ
う
し

た
、
論
争
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
展
だ
け
は
是
非
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
懸
念
が
実
現
し
な
い
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
さ
て
最
後
に
、
筆
者
な
り
の
共
和
国
論
争
よ
り
見
た
二
〇
〇
一
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
考
え
て
み
た
い
。
今
回
の
論
争
か
ら
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
が
徐
々
に
認
識
し
、
そ
の
認
識
の
度
合

い
を
高
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
国
旗
制
定
、
共
和
国
化
も
二
〇
〇
一
年
ま
で
に
は
可
能
で
あ
ろ
う
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
（
新
国
旗
制
定
に
つ
い
て
は
、
カ
ナ
ダ
の
例
も
あ
り
可
能
性
は
ず
っ
と
高
い
で
あ
ろ
う
）
。
と
く
に
、
世
論
調
査
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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（表9）オーストラリアの政治的自立への動き

1850年

1901年

1923年

1926年

1930年

1931年

1942年

1965年

1966年

1969年

1973年

1974年

1975年

1984年

1986年

1991年

1992年

オーストラリア植民地政府法によって自治憲法の制定が認められる．

オーストラリア連邦を結成し，英連邦自治国となる．

英帝国会議において英帝国主義下の旧植民地国に対し外交権の委譲が英国によ

って提案される．

英帝国会議において英国が，英帝国主義下の旧植民地国に対し外交権を委譲す

るとの決定がなされる（具体化は1931年）．

英帝国会議において連邦総督の任命は，旧植民地国の議会が推薦するように決

定された．それまでは英国議会が推薦していた．

労働党がユダヤ人であるがオーストラリア生まれのアイザック・アイザックス

（Issac　Issacs）を連邦総督に選ぷ．英国がウエストミンスター条例を制定し，

英国議会の旧植民地国に対する行政権を放棄する（カナダ，南アフリカはすぐ

批准）．

シンガポール陥落，ダーウィン爆撃を目の前にして，ウエストミンスター条例

を批准する．

英国王党派と目されたメンジーズ自由党・国民党連合首相が，ついにオースト

ラリア生まれのリチャード・ケイシー（RichardG．Casey）を連邦総督に任命す

る．労働党の党綱領から白豪主義支持が削除される．

メンジーズ首相引退．有色人の市民権獲得のための最低居住年限がヨーロッパ

人と同じになり，白豪主義解体の大きなステップとなる．

i英国は，スエズ以東の英国軍の撤退政策を発表する．

英国がEC加盟を果たす．

エリザベスニ世女王は，オーストラリアの国王となる．

ウィットラム労働党首相が連邦総督により解任されたため，共和国論争が強ま

る．同年，連邦最高裁から英国枢密院法務委員会への上告の停止決定がなされ
る．

新しい国歌を制定する．

オーストラリア法により，既に形骸化していた英国議会の立法権限に関する規

定を憲法より削除するとともに，州最高裁判所からの英国枢密院法務委員会へ

の上告を停止する．

労働党が共和国化政策を党大会において決議する．EC統合のためのマースト

リヒト首脳会議が開かれる．

キーティング首相の新国旗論争が生じる．
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ま
た
、
一
九
〇
一
年
に
連
邦
結
成
以
来
、
消
極
的
で
あ
ろ
う
が
積
極
的
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
英
国
か
ら
の
自

立
へ
の
道
を
歩
ん
で
き
た
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
を
見
る
と
、
そ
の
よ
う
に
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
に
関
す
る
事
実
を
簡
単
に
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
か
ら
拾
い
上
げ
て
み
る
と
、
表
九
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
か
ら
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
政
治
的
自
立
化
の
過
程

　
　
　
　
　
（
8
）

が
理
解
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
英
国
と
の
政
治
的
な
関
係
を
薄
め
て
き
た
こ
と
と
、
新
国
旗
制
定
と
共
和
国
達

成
は
、
事
実
上
、
あ
と
も
う
一
歩
か
二
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
英
国
に
お
い
て
も
E
C
統
合
過
程
が

進
み
だ
し
た
最
近
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
独
立
・
自
立
し
て
直
接
E
C
に
加
盟
す
る
と
い
う
目

的
で
、
再
び
独
立
、
自
立
の
動
き
を
見
せ
始
め
て
い
る
こ
と
が
日
本
で
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
例
え
ば
毎
日
、
一
九
九
二
．
四
．
四
）
。
E
C

統
合
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
動
き
が
E
C
諸
国
内
で
も
み
ら
れ
、
大
き
な
地
域
経
済
統
合
の
な
か
で
旧
来
の
国
民
国
家
が
動

揺
し
、
小
さ
い
経
済
単
位
の
自
立
性
が
強
ま
る
と
い
う
社
会
変
動
の
も
と
、
民
族
自
決
に
基
づ
く
地
域
民
族
主
義
が
強
ま
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
て
い
る
（
宮
島
．
梶
田
　
一
九
九
一
”
関
根
　
一
九
九
二
d
）
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
動
き
は
、
一
九
六
〇
年
代
、
七
〇
年

代
に
も
一
時
高
ま
っ
た
が
（
笠
間
　
一
九
九
二
）
、
こ
う
し
た
動
き
が
再
び
英
国
国
内
に
も
高
ま
っ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
二
〇
〇
一
年
ま
で

に
E
C
統
合
に
よ
り
英
国
が
国
家
と
し
て
消
滅
す
る
と
は
思
え
な
い
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
尊
王
派
が
慕
い
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
源
泉
た
る
英
国
も
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
多
く
の
面
で
の
英
豪
関

係
の
希
薄
化
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
他
方
、
英
国
と
の
伝
統
的
絆
に
対
す
る
深
い
愛
着
を
持
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
も
多
く
、
彼
ら
は
、
せ
め
て
国
旗
や
立
憲
君
主
制
は
残

し
た
い
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
な
か
に
は
E
C
加
盟
を
要
求
す
る
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
自
動
的
に
変
更
が
達
成
さ
れ
る
と
は
と
て
も
思
え
な

い
。
説
得
に
は
相
当
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
努
力
さ
え
怠
ら
な
け
れ
ば
、
共
和
国
化
へ
の
動
き
は
着
実
に
進
む
に
違
い
な
い
（
筆

者
は
、
E
C
統
合
に
よ
り
英
国
の
立
憲
君
主
制
度
に
も
問
題
が
生
じ
る
と
思
う
）
。
ま
た
、
今
後
、
英
国
と
対
等
に
付
ぎ
合
う
た
め
に
も
、
オ
ー
ス
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ト
ラ
リ
ア
は
共
和
国
化
し
た
方
が
都
合
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
に
よ
り
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
国
旗
、
共
和
国
論
争
に
よ
っ
て
明
ら

か
な
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
動
揺
を
長
く
続
け
る
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
民
全
体
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
1
）
　
新
国
旗
、
独
立
国
家
、
共
和
国
に
関
す
る
議
論
の
背
景
に
関
し
て
は
、
多
分
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
と
の
関
連
を
深
め
て
い
る
と
い
う
事
実
と
、
今
後
も
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
予
測
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
英
国
自
体
が
、
一
九

九
一
年
の
E
C
統
合
に
関
す
る
マ
！
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
案
に
最
終
的
に
は
支
持
を
与
え
、
翌
年
の
一
月
に
は
同
条
約
に
メ
ジ
ャ
ー
首
相
が
調
印
し
た

　
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
英
国
と
の
社
会
的
距
離
が
増
大
し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
両
者
の
兼
ね
合
い
に
よ
る
国
際
政
治
的
、
経
済
的
環
境
の
変

化
が
大
ぎ
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
内
政
治
の
観
点
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。
な
お
、
オ
ー

　
ス
ト
ラ
リ
ア
の
太
平
洋
国
家
化
に
関
し
て
は
、
川
口
・
渡
辺
（
一
九
八
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
を
積
極
的
に
ア
ジ

　
ア
経
済
と
関
与
さ
せ
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
ガ
ー
ノ
i
報
告
書
（
Ω
舘
召
暮
一
〇
〇
。
O
）
が
あ
る
．
一
般
的
に
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化

　
は
政
治
・
外
交
、
経
済
面
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
．
最
近
の
E
C
統
合
問
題
に
つ
い
て
は
関
根
（
一
九
九
二
d
）
を
参
照
。

（
2
）
　
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
に
よ
る
二
月
二
六
目
の
経
済
声
明
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
七
日
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
要
各
紙
の
経
済
政
策
解
説
特
集

　
（
国
8
琴
巨
。
＝
砕
。
暮
）
を
参
照
の
こ
と
。
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連
合
の
経
済
政
策
と
の
比
較
記
事
が
多
く
参
考
に
な
る
。
な
お
、
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連

合
リ
1
ダ
ー
の
経
済
声
明
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
一
年
一
一
月
一
二
日
の
主
要
各
紙
の
特
集
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
戦
後
の
移
民
、
難
民
政
策
に
つ
い
て
は
関
根
（
一
九
八
九
、
一
九
九
〇
）
、
㍉
電
器
弩
凶
巻
導
畠
ω
導
範
（
一
〇
8
）
、
竹
田
（
一

　
九
九
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
最
近
の
野
党
連
合
の
移
民
政
策
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
ド
ッ
ク
（
℃
三
与
切
仁
＆
。
鼻
）
影
の
移
民

大
臣
事
務
所
発
行
の
メ
デ
ィ
ア
リ
リ
ー
ス
を
参
照
の
こ
と
．

（
4
）
実
は
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
一
九
九
二
年
二
月
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
五
〇
周
年
記
念
に
当
た
る
た
め
、
マ
ス
コ
ミ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落

特
集
を
行
い
、
日
本
に
対
し
て
戦
争
捕
虜
問
題
を
喚
起
さ
せ
る
た
め
に
特
集
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
全
国
紙
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
紙
は
、

　
記
念
日
の
当
日
に
約
二
万
名
に
及
ぶ
戦
争
捕
虜
の
リ
ス
ト
を
特
集
し
て
い
た
（
顎
恥
暮
§
“
＞
§
讐
＆
§
し
叩
①
』
し
0
8
）
。
し
か
し
、
キ
ー
テ
ィ
ソ

　
グ
首
相
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
を
英
国
批
判
に
利
用
し
た
た
め
、
対
日
批
判
の
た
め
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
お
よ
び
戦
争
捕
虜
記
事
が
対
英
批
判
に

　
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
悪
い
英
国
女
王
の
訪
問
で
あ
り
、
女
王
は
と
ん
だ
災
難
に
で
く
わ
し
た
こ
と
に
な
る
。
な

　
お
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
防
衛
を
め
ぐ
る
カ
ー
テ
ィ
ン
首
相
と
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
対
立
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
独
立
意
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識
を
高
め
た
と
い
う
こ
と
が
最
近
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
U
亀
お
8
）
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
問
題
に
つ
い
て
は
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
論
争
の
切
っ
掛
け

　
と
な
っ
た
と
目
さ
れ
る
ペ
ン
バ
！
ト
ン
（
9
評
菩
①
客
8
）
、
ホ
ー
ナ
ー
（
戸
＝
。
ヨ
霞
）
、
カ
ー
ル
ト
ン
（
型
9
暮
8
）
ら
の
論
説
を
参
照
の
こ
と

　
（
ミ
恥
暮
§
匙
卜
麩
讐
＆
§
し
甲
9
ρ
お
8
）
。
こ
こ
で
は
、
英
国
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
見
離
し
た
か
ど
う
か
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
が
勇
敢
に
戦
っ
た
こ
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
最
近
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
改
革
、
経
営
革
新
、
労
使
関
係
・
労
働
組
合
改
革
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
経
済
の
波
に
乗
り
遅
れ
て
、
生
活

　
水
準
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
観
点
か
ら
も
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
．
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
藤
森
編
（
一
九
九
一
）
、
関
根
（
一
九
九
二
b
）

　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）
　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
を
否
定
し
、
む
し
ろ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ソ
ド
と
の
間
の
経
済
緊
密
化
協
定
（
C
E
R
）
を
積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、
E

C
加
盟
あ
る
い
は
米
国
と
の
経
済
協
定
を
今
後
求
め
て
い
く
べ
き
だ
と
の
一
部
の
経
済
研
究
者
の
議
論
を
土
台
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
家
化
問
題

　
を
無
視
し
よ
う
と
す
る
共
和
国
反
対
論
者
が
確
か
に
い
る
．
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
は
少
数
で
あ
る
が
，
E
C
加
盟
あ
る
い
は
米
国
と
の
自
由
貿
易
協
定

を
取
り
決
め
よ
と
す
る
経
済
研
究
者
は
、
ア
ジ
ア
が
経
済
的
に
同
質
で
な
い
こ
と
や
、
政
治
的
に
不
安
定
で
あ
る
こ
と
、
経
済
成
長
を
し
て
い
る
の

　
は
一
部
の
国
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
、
経
済
的
に
は
E
C
や
米
国
と
手
を
組
む
べ
ぎ
だ
と
主
張
す
る
（
ω
鋸
冨
お
o
。
9
≧
9
ぼ
お
8
）
。
な
お
、

C
E
R
と
は
、
一
九
八
三
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
自
由
貿
易
経
済
圏
を
両
国
の
間
に
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
協
定
の
こ
と
で
あ
る
。
C
E
R
の
形
成
過

　
程
と
発
展
過
程
に
つ
い
て
は
、
目
欝
弩
導
q
O
。
匡
（
這
o
。
ω
）
を
参
照
．
共
和
国
支
持
者
の
一
部
は
、
米
国
と
の
関
係
強
化
を
訴
え
る
反
対
者
に
対

　
し
、
そ
れ
な
ら
ぽ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
米
国
の
第
五
一
番
目
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
第
五
二
番
目
の
州
に
す
る
方
が
も
っ
と
よ
い
と
反
論
す
る
と

と
も
に
、
後
ろ
向
き
の
議
論
を
し
て
い
る
と
実
際
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
警
告
す
る
（
留
目
口
冨
罫
山
ミ
§
愛
竃
霞
。
F
漣
」
0
8
）
。

（
7
）
　
確
か
に
，
共
和
国
支
持
老
の
一
部
に
は
こ
う
し
た
問
題
が
あ
る
。
な
お
、
ヘ
イ
ド
ン
連
邦
総
督
は
労
働
党
議
員
時
代
は
共
和
国
論
者
で
あ
っ
た

た
め
、
連
邦
総
督
就
任
に
際
し
て
保
守
派
か
ら
批
判
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
（
一
九
八
七
年
に
就
任
）
。

（
8
）
　
政
治
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
い
つ
独
立
し
た
の
か
、
見
解
が
別
れ
て
い
る
。
独
立
問
題
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
出
縄
駐
8
導
山
の
富
月

　
（
一
〇
〇。
o
。
）
を
参
照
．
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
動
向
に
つ
い
て
は
、
＞
一
〇
旨
＄
彗
畠
む
づ
＄
（
お
曽
）
一
鼠
。
ρ
ぎ
雪
（
お
お
）
り

竃
魯
舘
包
導
（
這
o
。
O
）
植
O
器
け
一
雷
9
塁
（
お
o。
o
。
）
等
を
参
照
。

（
付
記
）
本
稿
で
は
し
ば
し
ば
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
等
の
演
説
の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
リ
リ
ー
ス
や
原
稿
コ
ピ
ー
か
ら
の
引
用
で
は

な
く
、
新
聞
報
道
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
実
際
と
は
話
の
順
序
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
ま
た
、

本
文
引
用
表
記
中
に
主
要
各
紙
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
国
一
般
紙
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
、
全
国
経
済
紙
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

　
ル
・
レ
ピ
ュ
ー
（
』
器
讐
巳
＆
さ
、
ぎ
R
§
帖
巳
肉
ミ
蔚
ミ
“
＞
問
図
）
、
エ
イ
ジ
（
』
寒
）
、
シ
ド
ニ
ー
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ヘ
ラ
ル
ド
（
o
Q
覧
慧
壁
ま
ミ
蓑
き
Q
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国
ミ
o
ミ
”
oo
竃
国
）
を
示
す
。
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